
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

2010きくちホタル
フェスタ in 七城
ホタル鑑賞会　
18:00 ～21:00
前川公園
ボランティアの
おはなし会
11:00 ～
泗　図
きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～
菊公図

９ 10 11 12 13 14 15
育児相談
９:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公

６・７カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所
社会保険出張
相談所開設
10:00 ～15:00
菊中公

６・７カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

古典を楽しむ会　
14:00 ～
泗　図

16 17 18 19 20 21 22
お楽しみ会
14：00～
泗　図

菊池市議会議員
一般選挙期日前
投票・不在者投票開始
８:30 ～20:00
市役所庁舎、各総合
支所（～5/22まで）
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所　

ポリオ予防接種　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館
弁護士相談
９:00 ～12:00
（要予約）、
行政相談
10:00 ～12:00　
菊中公

３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所
すくすくクラブ
（菊之池保育園で
遊ぼう）
10:30 ～
児童セ

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公

ボランティアの
おはなし会
11:00 ～
泗　図
きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～
菊公図

23 24 25 26 27 28 29
菊池市議会議員
一般選挙
７:00 ～19:00
各投票所
軽トラ朝市
７:30 ～11:30
迎町・中央通り・
立町

健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ　
献　血
9:30 ～11:00
／12:00 ～16:00
菊池市役所
正面玄関前

２歳６カ月児
歯科健診
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館
弁護士相談
９:00 ～12:00
（要予約）、
行政相談
10:00 ～12:00　
七多セ

ポリオ予防接種　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館
すくすくクラブ
（パネルシアター）
10:30 ～
児童セ

育児教室
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ

３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
おはなしの部屋　
11:00 ～　
泗　図

30 31 ６/１ ６/２ ６/３ ６/４ ６/５
３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

2010きくちホタル
フェスタ in 旭志　
17:30 ～20:30
旭志小原グラウンド

菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド
七支所 七城総合支所

七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公

旭公図

旭志公民館

旭志公民館図書室
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター5月の行事予定5月の行事予定

平成22年5月号３月末の人の動き
発行・編集

印刷

菊池市企画振興課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL0968(25)7250
FAX0968(25)5720
ホームページ  http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール  mayor@city.kikuchi.lg.jp
行政メール  kouhou@city.kikuchi.lg.jp

（対前月比） 
■人口：51,757人（-203）
　男性：24,837人（-105）
　女性：26,920人　（-98）
　世帯：17,856世帯（-21）

　
広
報
を
担
当
し
て
２
年
目
に
突

入
し
た
。
前
任
者
の
真
似
ば
か
り

し
て
い
た
１
年
目
は
読
み
返
す
と

反
省
点
が
多
く
、
手
探
り
で
作
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
と
に

か
く
広
報
を
出
す
こ
と
に
精
一
杯

だ
っ
た
。

　
今
年
は
自
分
の
視
点
で
広
報
を

作
る
こ
と
が
目
標
だ
。
伝
え
た
い

情
報
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
け
ど

一
番
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
た
く
さ
ん
の
人
に
広
報
き
く
ち

を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
。「
き
く

ち
の
情
報
は
広
報
紙
を
見
れ
ば
分

か
る
」と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、身

近
な
情
報
源
と
な
れ
る
よ
う
に
。

株式会社西川印刷

（再生紙使用）広報きくちは、モリサワのＵＤフォントを使用しています。

菊池市総合体育館で行われた
菊池市消防団入団式。今年は
女性消防隊にも６人の新人が
入団しました。
（８ページに関連記事）
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豊かな水と緑、
光あふれる
田園文化のまち

新庁舎建設について　　　　
皆さんの税金その使い道
菊池市議会議員一般選挙　　
消防団組織が変わります　　
行楽シーズンの食中毒予防
（健康だより）　　　　　　　
狂犬病予防集合注射と
犬の登録受付を行います　　
職員人事異動　　　　　　　　　　　
2010きくちホタルフェスタ

２
４
６
８

16

23
25
30

紙面より

編
集
後
記



菊池市住宅用太陽光
発電システム設置費補助金
菊池市住宅用太陽光
発電システム設置費補助金発電システム設置費補助金
菊池市住宅用太陽光
発電システム設置費補助金

菊
池
市
の
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
12
月
以
来
、

凍
結
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
市
長
が
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
議
会
全
員
協
議
会
で
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
12
月
の
議
会
に
お
い
て
、
建
設
の

一
時
凍
結
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
市
長
選
で
は
世
界
同

時
不
況
に
お
け
る
日
本
経
済
の
冷
え
込

み
が
、
地
方
自
治
体
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
や
、
学
校
の
耐

震
工
事
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
今
は
新
庁
舎
を
建
設
す
べ
き
時
期
で

は
な
い
」
と
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
６
月
の
議
会
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、
「
本
年
１
年
間
を

か
け
て
、
大
学
な
ど
の
学
識
者
や
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
を
基
に
、
私
の
判
断
を
議

会
・
市
民
の
皆
さ
ま
へ
ご
報
告
申
し
上

げ
る
」
と
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
８
月
よ
り
学

識
者
の
先
生
方
と
の
座
談
会
を
行
い
、

「
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
」、「
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
」、「
今
後
の
日
本
経
済
の
動
向
」、

「
今
後
の
中
長
期
財
政
計
画
」に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ま
と
の
懇
談
会

で
は
、「
合
併
協
議
会
の
確
認
事
項
を
遵

守
す
べ
き
と
の
声
」、「
早
期
建
設
を
望

む
声
」、「
本
庁
舎
へ
の
早
期
集
約
を
望

む
声
」、「
財
政
運
営
へ
の
不
安
の
声
」、

「
建
設
位
置
へ
の
疑
問
の
声
」な
ど
多
く

の
ご
意
見
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
識
者
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
も
踏
ま
え
、
熟
慮
を
重
ね
ま
し
た

結
果
、
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。

・ 

新
庁
舎
の
建
設
位
置
は
、
合
併
協

議
会
で
確
認
さ
れ
た
と
お
り
と
い
た

し
ま
す
。

・ 

建
設
予
定
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

花
房
中
部
２
期
地
区
の
圃
場
整
備
事

業
の
早
期
着
工
を
目
指
し
事
前
換
地

の
同
意
に
向
け
て
推
進
を
図
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
進
み

ま
し
て
も
、
庁
舎
の
建
設
は
平
成
26

年
度
以
降
と
な
る
見
込
み
で
す
。

・ 

現
在
の
本
市
の
財
政
運
営
は
、
合

併
後
10
年
間
の
優
遇
措
置
と
し
て
地

方
交
付
税
が
補
償
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
度
重
な
る
国
の
緊
急
経
済
対
策

の
発
動
に
よ
り
収
入
が
増
加
し
た
こ

と
で
比
較
的
安
定
を
保
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
の
経
済
・
金
融
・
雇
用

回
復
の
遅
れ
に
よ
る
影
響
や
政
府
の

行
財
政
運
営
の
不
透
明
さ
な
ど
を
考

慮
す
る
と
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
も
平
成
26
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
で
段

階
的
に
減
額
さ
れ
、
平
成
32
年
度
以
降

は
、
現
在
と
比
較
す
る
と
年
間
約
15
億

円
が
減
額
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

・ 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
の

建
設
時
期
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
ず
、

新
庁
舎
建
設
ま
で
の
間
は
、
現
庁
舎

を
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

・ 

新
庁
舎
建
設
ま
で
の
期
間
は
、
現

庁
舎
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断

の
調
査
に
よ
り
、
耐
震
強
度
の
緊
急

度
ラ
ン
ク
が
高
い
と
の
結
果
が
出
て

お
り
、
災
害
時
や
緊
急
時
の
活
動
拠

点
と
な
る
よ
う
、
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
学
識
者
や
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
を
踏
ま
え
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
の

判
断
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

菊
池
市
長
福
村　

三
男

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

庁
舎
建
設
は
平
成
26
年
度
以
降

　４月１日（木）から、住宅用太陽光発電システム設置費補助の申請受け
付けが始まりました。申請書提出の締め切りは、平成 23 年２月 28 日（月）
または予算が終了した時とします。
　また、設置途中や設置後の申請は受け付けることができませんので
ご注意ください。

補助の対象者
　菊池市に居住し、市内の居住用住宅（店舗などとの併
用住宅を含む）に太陽光発電システムを設置する人が対
象です。また、申請者が市税（市県民税や固定資産税な
ど）の未納がないこととします。（納税証明書添付）
　補助金の交付は１住宅につき１回限りとし、補助の対
象となる経費は、平成22年４月１日（木）以降に新規で太
陽光発電システムを設置するための費用とします。
※ 増設・取替え・一部改修などに要する費用は補助の対
象になりません。
補助の額　１kwあたり５万円で上限15万円
　　　　　（1,000円未満は切り捨て）
補助金交付申請書等書類
　申請書および実績報告書などの書類は、企画振興課
および各総合支所総務振興課に準備しているほか、ホー
ムページからもダウンロードできます。

●補助金交付申請書（注１）の提出
①経費内訳明記の見積書または契約書の写し
②工事着手前の現況写真
③申請者の前年度の納税証明書

①九州電力との「太陽光発電からの余剰電力
　需給契約のご案内」の写し
②発電システムの設置経費に係る領収書の写し
③工事完成後の写真
④太陽電池モジュールの出力対比表

●補助事業実績報告書（注３）の提出

●補助金交付決定通知書の通知

●補助金交付確定通知書の通知

（注１）申請書は太陽光発電
システム設置前に提出して
ください。

（注２）交付決定通知書が届
いてから設置してください。
（注３）事業完了後、完了日を
含む30日以内に実績報告書
を提出してください。なお、
事業完了日が平成23年３月
３日（木）以降の場合は平成
23年３月31日（木）までとし
ます。

太陽光発電システム設置（注２）

●補助金交付請求書の提出
口座振込

県の補助制度
　熊本県商工観光労働部新産業振興局
　新エネルギー産業振興室
　☎096（333）2320　FAX096（384）1760
　〒862-8570
　熊本県熊本市水前寺6丁目18番1号
国の補助制度
　（J‐PEC）
　太陽光発電普及拡大センター
　☎043（239）6200　FAX043（239）6201
　〒261-7112
　千葉県千葉市美浜区中瀬2-6
　ＷＢＧマリブイースト12階

県および国の補助制度などについては
直接お問い合わせください

添付
書類

添付
書類

補助金交付までの手続き

申
請
者

菊
池
市

問い合わせ先
企画振興課
企画振興係
☎（25）7250

22010 May広報きくち3 2010 May広報きくち



●
子
ど
も
手
当
で
家
計
は
助
か
る
け

ど
、
そ
も
そ
も
「
予
算
」
っ
て
一
体

ど
ん
な
も
の
な
の
？

●
子
ど
も
手
当
は
全
国
で
同
じ
よ
う

に
配
ら
れ
る
も
の
だ
よ
ね
。
で
も
、

第
３
子
以
降
の
出
生
を
祝
っ
て
支
給

す
る
「
す
く
す
く
祝
い
金
」
は
知
っ

て
る
か
な
？

●
知
ら
な
い
わ
。
そ
ん
な
の
ニ
ュ
ー

ス
に
出
て
こ
な
か
っ
た
も
の
。

●
こ
れ
は
菊
池
市
が
独
自
に
行
っ
て

い
る
制
度
で
、
こ
う
い
っ
た
制
度
や

事
業
な
ど
に
必
要
な
お
金
を
考
え
る

の
が
「
予
算
」
と
い
う
も
の
だ
よ
。

●
確
か
に
、
お
金
を
計
画
的
に
使
え

ば
、
無
理
な
く
、
し
か
も
無
駄
を
な

く
せ
る
も
の
ね
。

●
そ
う
な
ん
だ
。
だ
か
ら
市
役
所
で

は
、
計
画
的
に
税
金
を
使
う
た
め
の

「
予
算
書
」
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
よ

●
ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
予
算
書
」
の
こ

と
を
話
し
て
い
た
け
ど
、
難
し
い
言

葉
ば
か
り
で
全
然
分
か
ら
な
い
わ
。

●
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
主
な
も
の
だ

け
簡
単
に
説
明
し
て
あ
げ
よ
う
。

　

「
予
算
書
」
に
は
、
入
っ
て
く
る

お
金
「
歳
入
」
と
、
使
う
お
金
「
歳

出
」
を
決
め
た
も
の
が
書
い
て
あ
る

●
じ
ゃ
あ
、
次
は
表
２
の
「
歳
出
」

を
説
明
し
て
あ
げ
よ
う
。

　

無
駄
に
使
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

経
費
節
減
を
行
っ
て
い
る
ん
だ
け

ど
、
施
設
を
維
持
し
て
い
く
費
用
や

地
域
の
安
全
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
な
必
要
経
費
は
毎
年
確
保
し
て

い
る
ん
だ
。

●
例
え
ば
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
？

●
そ
う
だ
な
ぁ
。
例
え
ば
、
道
路
に

穴
が
開
い
て
い
た
り
、
古
く
な
っ
た

橋
は
危
な
い
か
ら
修
理
し
な
い
と
い

け
な
い
よ
ね
？
そ
の
た
め
に
使
わ
れ

る
の
が
「
土
木
費
」
で
、
公
園
を
整

備
す
る
た
め
の
予
算
も
こ
こ
に
含
ま

れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

●
「
民
生
費
」
に
は
何
が
含
ま
れ
て

い
る
の
？

●
菊
池
市
で
は
０
歳
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
個
人
負
担
医
療
費
を
全
額

補
助
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
の
予
算

が
含
ま
れ
て
い
る
よ
。
子
ど
も
た
ち

の
健
康
維
持
や
少
子
化
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
る
ん
だ
。

●
「
総
務
費
」
っ
て
何
か
し
ら
？

●
市
内
の
全
て
の
地
域
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業

や
、
５
月
23
日
に
あ
る
市
議
会
議
員

の
選
挙
費
用
に
使
わ
れ
る
ん
だ
。

●
じ
ゃ
あ
「
教
育
費
」
は
ど
ん
な
こ

と
に
使
わ
れ
る
の
？

●
今
年
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
英

語
力
向
上
の
た
め
の
「
英
語
の
森
・

き
く
ち
」
と
い
う
独
自
の
事
業
を
す

る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
た
め
の
費
用
が

含
ま
れ
て
い
る
よ
。
そ
れ
か
ら
小
中

学
校
の
図
書
館
に
あ
る
本
を
購
入
す

る
た
め
の
費
用
も
こ
こ
に
入
る
ね
。

●
私
た
ち
の
身
の
周
り
で
い
ろ
ん

な
こ
と
に
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の

ね
。
少
し
分
か
っ
た
気
が
す
る
わ
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
平
成
22
年
度

予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
財
政
課
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
財
政
課
財
政
係

　
☎
（
25
）
７
２
０
５

ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た

の
が
表
１
と
表
２
だ
よ
。
予
算
総

額
は
、
２
２
０
億
４
、
７
０
０
万
円

で
、
昨
年
に
比
べ
る
と
１
・
２
％
増
え

て
い
る
ね
。

●
ま
ず
は
、
表
１
の
「
歳
入
」
か
ら

見
て
い
こ
う
。

　

「
市
税
」
と
言
う
の
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
民

税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
な
ど
だ
ね
。
こ
れ
は
全

体
の
２
０
・
７
％
を
占
め
て
い
て
、

と
て
も
大
切
な
財
源
な
ん
だ
。

●
納
付
通
知
が
来
て
い
た
軽
自
動
車

税
が
こ
こ
に
入
っ
て
い
る
の
ね
。

●
そ
う
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
一
番
大
き

な
も
の
が
「
地
方
交
付
税
」
と
言
っ

て
、
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら
配

分
さ
れ
る
も
の
だ
よ
。

●
子
ど
も
手
当
は
ど
の
お
金
を
使
う

の
か
し
ら
？

●
そ
れ
は
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
「
国

庫
支
出
金
」
に
含
ま
れ
て
い
る
よ
。

●お父さん ●お母さん

平成22年度

予 算

表１
歳 入

表２
歳 出

●国庫支出金
　事業を行うため国から交付されるお金です。
●県支出金
　事業を行うため県から交付されるお金です。
●市　債
　特定の事業のため借り入れるお金です。
●その他
　分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、
繰越金、諸収入などがあります。
●市　税
　市民税・固定資産税・軽自動車税・市たばこ税
など最も重要な財源です。
●地方交付税
　行政サービスをどの自治体で受けても同水準に
なるように、国が市の財政状況に応じて配分する
お金です。
●地方譲与税
　自動車重量譲与税や地方道路譲与税が国税とし
て収納され、その一部が還元されるものです。

市税
4,572,394千円
（20.7%）

分担金・
負担金
384,466千円
（1.7%）

使用料・手数料
402,142千円
（1.8%）

繰入金
650,863千円
（3.0%）

繰越金
100,000千円
（0.5%）

その他諸収入など
437,447千円
（2.0%）地方交付税

7,800,000千円（35.4%）

国庫支出金
2,429,831千円
（11.0%）

総務費
3,141,012千円
（14.2%）

議会費
214,893千円（1.0%）

民生費
7,634,566千円
（34.6%）

衛生費
1,685,335千円
（7.6%）

農林水産業費
1,694,687千円
（7.7%）

商工費
245,236千円
（1.1%）

土木費
2,028,817千円
（9.2%）

消防費
717,797千円
（3.3%）

教育費
1,810,664千円
（8.2%）

公債費
2,863,993千円
（13.0%）

その他
10,000千円
（0.1%）

県支出金
1,726,775千円
（7.8%）

地方譲与税・交付金
1,057,582千円
（4.8%）

市債
2,485,500千円
（11.3%）

自主財源
（29.7%）

依存財源（70.3%）

　新聞やテレビで耳にする「予算」。
その中には、話題の子ども手当も含まれていると
言われています。
　子育て中のお母さんは、ニュースを見ていて
予算というものがどんなものなのか知りたくなり、
市役所に勤めているお父さんに聞いてみることにしました。

入
る
お
金
　
〜
歳 

入
〜

使
う
お
金
　
〜
歳 

出
〜

１９年度

216億
6,100 万円

217億
3,800 万円

217億
9,191 万円

220億
4,700 万円

２０年度 ２１年度 ２２年度

一般会計当初予算の推移

歳入総額
22,047,000千円

歳出総額
22,047,000千円

皆
さ
ん
の
税
金

そ
の
使
い
道小中学校の図書の購入は「教育費」に含まれます

●議会費
　議会運営のための経費です。
●総務費
　市の行政、財産、選挙、企画、税の徴収、窓口業務
などの経費です。
●民生費
　市民皆さんの福祉向上のための経費です。
●衛生費
　ごみ処理や健康づくりなどのための経費です。
●農林水産業費
　農林業の振興のための経費です。
●商工費
　商工、観光の振興のための経費です。
●土木費
　道路や橋、河川、公営住宅などの整備の経費です。
●消防費
　菊池広域連合消防本部への負担金や消防団などの整
備の経費です。
●教育費
　学校教育や生涯学習などの経費です。
●公債費
　市の借金（市債）を返済する経費です。
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菊
池
市
議
会
議
員

一
般
選
挙

K i k u c h i

　

平
成
22
年
５
月
31
日
任
期
満
了
に

伴
う
菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日　

５
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

告
示
日　

５
月
16
日
（
日
）

投
票
で
き
る
人

　

平
成
22
年
５
月
15
日
調
製
の
菊
池

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
。

　

た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
登
録

さ
れ
て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の

資
格
要
件

年
　
齢　

平
成
２
年
５
月
24
日
ま
で

に
出
生
し
た
人
。

住
　
所

　

平
成
22
年
２
月
15
日
ま
で
に
菊
池

市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

欠
格
事
項　

平
成
22
年
５
月
15
日
現

在
で
欠
格
事
項
（
公
職
選
挙
法
第
11

条
、
２
５
２
条
お
よ
び
政
治
資
金
規

正
法
第
28
条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以

降
に
各
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。
投

票
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
当
日
に
仕
事
や
行
事
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
期

日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
を
す

る
人
は
、
入
場
券
の
ハ
ガ
キ
を
開
く

と
「
期
日
前
投
票
又
は
不
在
者
投
票

の
宣
誓
書
・
請
求
書
」
が
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
項
を
記

入
し
て
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

期
日
前
投
票

◇ 

菊
池
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

菊
池
市
で
投
票
す
る
人

不
在
者
投
票

◇
他
の
市
町
村
で
投
票
す
る
人

◇ 

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投
票

す
る
人

郵
便
投
票

◇
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

◇ 

要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
状
態
の
人

※ 

選
挙
公
報
は
、
区
長
を
通
じ
て
各

戸
へ
配
布
し
ま
す
（
５
月
20
日
ご

ろ
）
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
（
25
）
７
２
０
１

投票日

期日前投票・不在者投票
５月 17日（月）～５月 22日（土）
午前 8時 30分～午後 8時

午前７時
～午後７時

5/23（日）

・菊池市役所庁舎　１階小会議室
・七城総合支所　 　１階図書監査室
・旭志総合支所　 　１階ロビー
・泗水総合支所　　 １階ロビー

投 票区一覧表

※郵送される入場券に記載されている投票所で投票してください。
※当日は、開票速報を「菊池市ホームページ」に掲載する予定です。

標語

投票区 投票所名 区　　　域

第13 七城老人福祉センター
山崎・上水次・下水次・岡田・
流川・辺田・台・瀬戸口・
居屋敷の里

第14 七城公民館

荒牧・高田・五海・西郷・
西郷従業員住宅・砂田西団地・
羽根木・蟹穴・戸田島・
七城田中・本村・加恵

第15 七城体育館
甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所・雇用促進住宅・
岩瀬・前川

第16 リバーサイドパーク
板井・梶迫・林原・元村・新村・
打越・内島・小野崎・大尺・
七城松島・上橋田・下橋田

第17 岩本公民館 小川・姫井・九ノ峰・楠原・
岩本・岩本住宅・伊萩

第18 高柳集落センター 北桜ヶ水・南桜ヶ水・平・高柳・
湯舟・小原

第19 旭志小学校体育館
妻越・津留・新明団地・高永・
伊坂・大迫・特養あさひが丘荘・
伊坂住宅

第20 尾足コミュニティ
センター

片川瀬・尾足・川上・川下・
出分・川辺南・あさひが丘

第21 泗水体育館

薬師・上高江・福本一・福本二・
泗水社・田吹・福本団地・
東原団地・村吉・富・富出分・
泗水田中・竹の下・迫田団地・
堂迫団地・北原団地・久米二・
久米一・三万田

第22 泗水東小学校体育館
永・永出分・富納・泗水苑・
飛熊・上住吉・南住吉・北住吉・
南山手

第23 泗水西小学校体育館

田島一・田島二・猪の目・岡・
泗水平野・井戸方・泗水佐野・
糠泉・辰頭団地・
サニーサイド・田島団地・
高江・高江出分

第24 泗水 B＆G海洋
センター体育館

老人ホーム・富の原中央・
富の原台・富の原東・
ミライアル第1寮・菊池園・
富の原北・菊農高寮・
富の原一・富の原西・朝日団地

第25 泗水第２体育館
桜山一・桜山二・桜山三・
桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九・永南

菊池市議会議員一般選挙

動
か
そ
う

　
そ
の
一
票
で

　
　
世
の
中
を

平
成
21
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

（
標
語
の
部　

熊
本
県
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
会
長
賞
）

投票区 投票所名 区　　　域
第１ 勤労青少年ホーム 上町・立町・高野瀬

第２ ふれあい交流センター 袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口・稗方・
堀切

第３ 菊池市役所庁舎
中町・下町・切明・立石・迎町・
中央通・横町・正院町・栄町・
北原・大琳寺・北宮

第４ 文化会館小ホール 西正観寺・東正観寺・片角・亘・
築地

第５ 河原小学校体育館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・
中原・藤田・下木庭・上木庭

第６ 水源支館
菊池佐野・鍋倉・原細永・
日生野・伊牟田・滝黒仁田・
木佐木・下組・塚原・長六・岩平

第７ 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・
柏・鉾の甲・生味・古川・立門

第８ 龍門小学校体育館 寺小野・染土・長野・龍門１・
雪野・小木・中山・鳳来・穴川

第９ 迫間支館

西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・
太田・東迫間・戸豊水・大柿・
菊池平野・茂藤里・篠倉・伊倉・
道園・金峰

第10 西部市民センター
深川・上長田・野間口・神来・
上西寺・中西寺・辻・下西寺・
南古閑・北古閑・東原

第11 花房小学校体育館
村田・下長田・大塚・上出田・
下出田･植古閑・広瀬・木柑子・
花房台

第12 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・
下赤星・上赤星

あああああああああああああああ

選挙イメージキャラクター
めいすいくん
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消防団組織が変わります

消防団の新しい顔

若
い
力
を
地
域
防
災
に
役
立
て
ま
す
！

　
　
　
　
　
　　
菊
池
市
消
防
団
入
団
式

　

４
月
11
日
（
日
）
、
菊
池
市
消
防

団
の
入
団
式
が
、
菊
池
市
総
合
体
育

館
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
新
消
防

団
員
は
１
３
１
人
で
す
。

　

式
に
は
、
同
じ
く
４
月
か
ら
新
し

い
団
長
と
な
っ
た
岩
木
憲
文
団
長
や

各
方
面
隊
長
、
分
団
長
の
ほ
か
、
福

村
市
長
な
ど
が
出
席
。
岩
木
団
長
が

「
『
自
ら
の
郷
土
は
自
ら
で
守
る
』

と
い
う
使
命
を
深
く
認
識
し
、
訓
練

に
励
み
、
地
域
の
第
一
線
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　

各
方
面
隊
と
本
部
機
動
隊
、
女
性

消
防
隊
の
代
表
６
人
が
、
緊
張
し
た

様
子
で
岩
木
団
長
か
ら
辞
令
の
交
付

を
受
け
る
と
、
新
入
団
員
た
ち
は
、

緊
張
感
の
あ
る
式
典
の
中
で
消
防
団

員
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
取
り
、
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
今
後
の
新

入
団
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

菊
池
市
消
防
団
員
が
平
成
21
年
に

火
災
な
ど
で
出
動
し
た
件
数
は
、
火

災
11
件
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
２
件

で
、
延
べ
約
１
、
３
０
０
人
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

入団式後、行わ
れた訓練では、
馴れない号令
に戸惑いなが
らも、真剣に訓
練を行う団員
の姿が見られ
ました

岩木団長（左）
から辞令の交
付を受ける新
入団員

　 菊池市消防団は 25 分団に分かれていましたが、担当区域
の編成を行い、４月１日から 15 分団となりました。
　これからも「市民の生命、身体、財産をあらゆる災害から
守り自らの地域は自らで守る」を使命に尽力していきます。

団　長　岩木憲文

菊池方面隊長
　　　　　　　荒木新勝

七城方面隊長
　　　　　　　加藤浩行

菊池方面副隊長
　　　　　　　緒方一敏

菊池方面副隊長
　　　　　　信岡富登志

七城方面副隊長
　　　　　　　古庄英樹

旭志方面副隊長
　　　　　　　坂本竜治

旭志方面隊長
　　　　　　　東　謙一

第１分団
第１分団長
　稲田勝秋

第２分団
第２分団長
　加藤久士

第３分団
第３分団長
　緒方陽一

第11分団
第11分団長
　坂本　巽

第４分団
第４分団長
　有働竜男

第５分団
第５分団長
　岡本雄治

第６分団
第６分団長
　岩下哲也

第７分団
第７分団長
　永田智久

第15分団
第15分団長
　松岡末輝

第14分団
第14分団長
　金子紀之

第13分団
第13分団長
　大石　誠

第12分団
第12分団長
　芹川正義

第10分団
第10分団長
　莟　博雅

第９分団
第９分団長
　上野重智

第８分団
第８分団長
　石本惠朗

泗水方面副隊長
　　　　　　　中村雄三

●区域 ●区域 ●区域

●区域

●区域 ●区域 ●区域 ●区域

●区域●区域●区域●区域●区域●区域●区域

泗水方面隊長
　　　　　　　村木繁徳

問い合わせ先
　安全対策課消防交通係　　☎(25)7203
　七城総合支所総務振興課　☎(25)1000
　旭志総合支所総務振興課　☎(37)3111
　泗水総合支所総務振興課　☎(38)2112

　15分団という少数精鋭になりましたが、岩木団長を始
め、方面隊長、分団長のもと1,632人で地域の防災を行
います。各方面隊長および各分団の分団長、担当区域は
次のとおりです。

区域編成と共に、村上忠吉
前団長から任務を引き継
ぎ、新しい団長に就任。出身
は菊池の藤田区。昭和44年
に消防団へ入団後、当時の
第２分団分団長、菊池北方
面隊長などを歴任。

上・中・下町・切明・迎町・中央
通・横町・立町・正院町・栄町・
東・西正観寺・亘・築地・高野
瀬・北原・立石・片角・堀切・稗
方・遊蛇口・袈裟尾・玉祥寺

松島・神鶴・柿木平・日向・
中原・藤田 ・上・下木庭

鍋倉・佐野 ・原細永・日生野・
伊牟田・ 永山・伊野・杉生・
木護・柏・戸城・鉾之甲・下組・
長六・塚原 ・岩平

津留・小原・高柳・湯舟・
北桜ケ水・南桜ケ水・平・
小川・姫井・楠原・九ノ峰・
岩本・伊萩

雪野・寺小野・染土・龍門１・
小木・長野・鳳来・穴川 

東迫間・西迫間・市野瀬・
中野瀬・七坪・太田・戸豊水・
大柿・平野 ・茂藤里・篠倉・
伊倉・道園・金峰 ・生味・立門・
木佐木・滝黒仁田・古川

辻・上西寺・中西寺・南古閑・
北古閑・下西寺・神来・
野間口・東原 ・深川・大琳寺・
北宮 ・大塚・村田・上長田・
下長田 

上出田・下出田 ・広瀬・
植古閑 ・木柑子・花房台・今・
甲森北・乙森北・上古閑・
上赤星・下赤星

久米一・久米二・三万田・
高江・高江出分・田島一・
田島二・猪の目・岡 ・平野・
井戸方・佐野・糠泉 

永出分・桜山一～九・富納・
永・永南 ・南住吉・上住吉・
北住吉・飛熊 

薬師・上高江・竹の下・福本二・
福本一・田吹・富出分・田中・
富・朝日団地・村吉・富の原中
央・富の原台・富の原東・富の
原北・富の原一・富の原西 

妻越・大迫 ・高永・伊坂 ・
川上・川下・出分・
あさひが丘・川辺南団地・
片川瀬・尾足 

岩瀬・前川・板井・梶迫・林原・
元村・内島・打越・新村・
小野崎・大尺・松島・上橋田・
下橋田

甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所・戸田島・田中・
本村・加恵・五海・西郷・
羽根木・蟹穴

山崎・上水次・下水次・岡田・
流川・辺田・荒牧・台・瀬戸口・
高田 
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老人クラブ
芸能大会で熱唱

菊池市
認知症フォーラム

第39回菊池郡市中学生新人野球大会
世界のお友達に
ワクチンを届けたい

虎口橋を
学習しました

トラックで
防犯呼びかけ走ります

ワンダーぶんこによる
６年生を送る会

「一ノ瀬たけし」
教育コンサート

3/7
（日）

３/14
（日）

３/13（土）・14（日）・20（土）3/18
（木）

3/8
（月）

３/15
（月）

3/16
（火）

３/18
（木）

歌謡舞踊を踊られた泗水支部老人クラブの皆さん真剣に本間さんの講演を聴く参加者の皆さん

優勝した旭志中学校チームボトルキャップを受け取る梅田部長（右）と児童会の子どもたち

橋の下で説明を受ける子どもたち出発式のあと、トラックは防犯を呼びかけ走り出しました

読み聞かせを行うボランティアたち生徒を前に自曲を熱唱する一ノ瀬さん

　第 5回老人クラブ芸能大会が、菊池市文化会館
で多数の来賓をお招きし盛大に開催されました。
　今回は、菊池市内の各老人クラブから午前の部
25、午後の部24の合計49の歌や踊りが大好きな
団体や個人の皆さんが参加しました。参加者は手作
りの衣装に身を包むなど趣向を凝らしながら、練習
の成果を存分に発揮され、熱唱あり、笑いあり、感
動ありのステージで、大ホールを埋めた万来の観衆
を魅了しました。

　菊池市泗水ホールで、菊池市認知症フォーラムが
開催され、認知症介護研究・研修東京センター長の
本間　昭さんが「認知症の人を支える : 地域の役割」
と題して講演を行い、認知症の人や介護者には、地
域の人たちの支えが大事であると話されました。ま
た、実際に介護された家族の人などをパネリストと
した認知症パネルディスカッションを実施し、参加
者からの質問も多数あるなど、みなさんの関心の深
さがうかがえました。

　菊池ロータリークラブ協賛の第39回菊池郡市中
学生新人野球大会が、菊池公園多目的グラウンドで
行われ、菊池郡市内の中学校 11チーム 220 人が
参加し、熱戦が繰り広げられました。
上位の結果は次のとおりです。（敬称略）
優勝　旭志中学校　準優勝　菊陽中学校
第３位　合志中学校、菊池南中学校
優秀選手賞　坂本享平（旭志中）、内田順己（菊陽中）、
山田貴元（合志中）、田﨑和明（菊池南中）

　世界の子どもたちにワクチンを届けたいと、龍門
小学校の全校児童40人が集めたボトルキャップを
菊池市商工会青年部に手渡しました。児童会が中心
となり始めたもので、周辺の商店に回収箱を設置す
るなど、１年かけて約15,000個を集めました。
　青年部の梅田雄二部長は、「子どもたちがこうやっ
て集めてくれるのはとても嬉しい。世界のお友達の
ために、有効利用します」とお礼を述べました。

　迫間川に架かる虎口橋は1850年に造られた石橋
です。橋梁の改修工事のために足場が設けてあり石
積みの様子を間近で見ることができるため、この機
会を郷土学習に活用して欲しいと土木課が呼びかけ
て龍門小学校の児童 23人が現地を見学しました。
子どもたちは石橋が造られた経緯や改修工事などの
説明を受け、「とても頑丈に造ってあることが分かっ
た。他の石橋も見たい」といった感想があり、充実
した郷土学習ができたようでした。

　走るトラックを見て防犯意識を高めてもらおう
と、菊南運輸倉庫（杉田滋人社長）がトラックに振
り込め詐欺防止のイラストを描いたことで、菊池警
察署（吉長立志署長）から感謝状を受け取りました。
　吉長署長が、「県内初の試みで、犯罪が減ること
を期待します」とあいさつ。杉田社長は、「このトラッ
クで県内を走ります。高齢者がトラックを見て、振
り込め詐欺かもしれないと気がついてくれればうれ
しいですね」と話されました。

　泗水東小学校で「自分を大切に、友達を大切に、
命を大切に」をテーマに、同校で絵本の読み聞かせ
ボランティアをしているワンダーぶんこ（内野さと
恵代表）が６年生を送る会を開催しました。絵本の
読み聞かせやオカリナの演奏に、児童たちからはす
すり泣く声も聞こえてきました。内野代表が、「楽
しい時間を過ごせて幸せだった。中学校でも、図書
館を多いに活用してほしい」とあいさつすると、児
童からはありがとうとお礼の言葉がありました。

　2009泗水中夢はぐくみプロジェクトとして、心
臓発作で心肺停止となり障がいを患った一ノ瀬たけ
しさんを招いたコンサートが泗水ホールで行われま
した。一ノ瀬さんは歌手として活動しており、トー
クを交えて「ふるさと」などを熱唱されました。生
徒から「家族の支えがすごいと思った。僕も家族を
大切にします」とお礼の言葉があると、一ノ瀬さん
は、「これだけは誰にも負けないものを見つけて頑
張って」とエールを送りました。
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歯ッピーキッズ

菊池青年会議所が
菊池公園で植樹活動

えこめ牛試食会が
開催されました

熊本県社会福祉功労者
および団体等知事表彰

国登録有形文化財
登録プレート伝達式

ワカサギのふ化箱を
設置しました

地域住民と
交流しました

3/7
（日）

3/23
（火）

3/29
（月）

３/30
（火）

３/27
（土）

4/8
（木）

菊池青年会議所会員による植樹活動真剣な表情でバッターボックスに立つ選手

わいふ一番館のつるし雛三角副組合長（左から３番目）と原田さん（左から２番目）

受賞された４人の皆さん姫井橋（上）、登録プレート（右）

ワカサギのふ化箱（1,000 万粒）甘茶をもらいおいしそうに飲んでいました

　社団法人菊池青年会議所から、桜の老木５本の伐
採と桜の木５本の寄付がありました。
　菊池青年会議所では、これからの菊池市を考える
活動として、大切な観光資源である菊池公園の桜の
木を未来に残すことを目的に、青年会議所の会員
24人が菊池公園を中心に老木の伐採と植樹を行い
ました。現在、桜の老木化が進行していると聞き及
び、少しでも手助けとなるよう企画をされたとのこ
とです。作業お疲れ様でした。

　第３回春季全日本小学生女子ソフトボール大会が、
多目的グラウンドと七城総合グラウンドで開催され、
全国から48チームが参加しました。桜も見ごろを
迎え、青空が広がる中、選手たちは熱戦を繰り広げ
ました。大会開催地枠として参加した菊池ジュニア
ソフトボールクラブ（吉田隆史監督）は、愛知県代
表の原クラブと対戦。惜しくも２回戦敗退となりま
したが、必死にボールを追いかける選手に、応援に
かけつけた保護者たちから声援が送られました。

　菊池市民広場一帯で菊池さくらまつりが開催され
ました。菊池わいふのひなまつりでは、菊池夢美術
館に 350体のお雛様が展示され、来場者は一つひ
とつじっくり観覧していました。また、つるし雛の
展示もわいふ一番館でありました。
　３月 20日（土）には、「第１回ザ・イケ武者コ
ンテスト」が開催されました。64人の応募の中か
ら選ばれた24人のイケ武者が、個性あるアピール
を行い会場を沸かせました。

　菊池地域で生産される米を餌として与えた国産牛
の名称が「えこめ牛」に決定し、その発表会が菊池
グランドホテルで開かれました。この愛称は多数の
応募の中から、千葉県の有安忠男さんがエコと米を
かけて名づけたものです。当日は女子小学生熊本応
援バンド「Ｂｏｏｋ　Ｂｅａｒ」のイメージソング
も発表され、作詞・作曲された原田靖士さんが「菊
池牛の普及に協力できる歌に仕上げていきたい」と
今後の意気込みを話されました。

　社会福祉の向上に特に著しい功績のあった人や団
体に対し贈られる平成21年度熊本県社会福祉功労
者および団体などの県知事表彰が決定し、福村市長
から表彰状などの伝達が行われました。
　菊池市からは、発声教室ボランティアの長谷川和
佳子さん、録音図書ボランティアの葉室蘭子さん、
社会福祉法人理事の城　重信さん、菊池市視覚障害
者福祉協会副会長畑中サナエさんの４人が表彰され
ました。受賞、おめでとうございました。

　菊池市第１号の国登録有形文化財に「姫井橋」（馬
橋）が登録され、登録証および登録プレート伝達式
が熊本県教育長室で行われました。山本隆生教育長
より、「姫井橋は、その当時に隈府が製材業の中心
地であったことをうかがい知ることができる貴重な
資料です。地元の愛着により保存されたことに敬意
を表し、今後の積極的な活用を期待します」との言
葉をいただきました。今後は、文化財として保存し
つつ、積極的な活用が望まれます。

　菊池川漁協（緒方　奨組合長）が、竜門ダム湖畔
にワカサギの卵が入ったふ化箱を設置しました。卵
はふ化箱から約２週間程で、ダム湖内にふ化し、成
長します。
　設置した同漁協の組合員は、「ふ化箱を設置した
ので、釣りに来られた人はあたたかく見守ってほし
いですね。また、最近はブラックバスを専門に釣る
人が増えていますので、ダム湖内に戻さずに１匹で
も持ち帰ってほしいですね」と話していました。

　北合志保育園（岩根治美園長）の園児 24人が、
旭志岩本地区にある円通寺で見ごろを迎えたシャク
ナゲに囲まれ、地域の人たち手作りのまぜご飯やあ
んこもちを食べるなど交流を楽しみました。
　地元の人に顔を覚えてもらおうと、岩本地区に住
む園児の紹介もあり、岩根園長が「こうやって温か
く迎えていただきとても感謝しています」と話すと、
園児たちも声をそろえて「ありがとう」とお礼を言っ
ていました。

菊池さくらまつり

満開の桜に快音が響き渡りました

２/14（日）～４/11（日）

３/26（金）～３/29（月）
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平成21年度
くまもと景観賞を受賞

元気いっぱい
学校に通います

｢西部の森きくち｣
第１回植樹祭

菊池渓谷
山開き

3/23
（火）

4/9
（金）

４/17
（土）

４/13
（火）

左から菊池神社、御所通り景観形成協議会、教育委員会

小雨の中、安全祈願が行われました

緊張しながらもしっかりお返事できました

旭志小緑の少年団も参加しました

　御所通りの将軍木と松囃子能場の界隈が、平成
21年度くまもと景観賞の地域景観賞を受賞し、菊
池市御所通り景観形成協議会、菊池神社、市担当課
が出席し、蒲島知事から表彰を受けました。
　御所通り界隈では、菊池市御所通り景観形成住民
協定に沿って、わいふ一番館、まちづくり寄合所、
まちかど資料館の整備が進展しています。今回の受
賞は、伝統の継承と町並み整備に対する住民の熱い
思いが評価されました。

　菊池渓谷のシーズン到来を告げる山開きが行わ
れ、関係者など約 100人が出席し、シーズン中の
安全を祈願しました。菊池渓谷を美しくする保護管
理協議会の福村三男会長は「菊池渓谷は、菊池市に
とってとても大切な財産です。この豊かな自然を市
民とともに守り育てていきたい」と挨拶しました。
また、会場では、旅館組合が用意した温泉コーヒー
が振る舞われ、菊池音楽協会によるコーラスがあり、
渓谷に清々しい歌声が響き渡っていました。

　菊池市内の小学校14校と中学校５校で入学式が
行われました。今年の新１年生は小学生 444 人、
中学生526人です。
　隈府小学校（恵濃裕司校長）では、同校体育館で
入学式があり、歓迎の拍手の中を新入生73人が入
場しました。恵濃校長が、「友達と仲良くするのが
隈府小の子どもです。友達をたくさんつくりましょ
う」など３つの約束をお願いすると、新入生たちは
元気な声で「はい」と答えていました。

　「西部の森きくち」第１回植樹祭が四季の里旭志
周辺の市有林で行われ、関係者約340人が参加し、
協定区域にクヌギとヒノキ 2,000 本を植樹しまし
た。「西部の森きくち」は、企業の社会的責任活動の
一環として、西部電気工業㈱と菊池市との間で締結
した企業・法人などとの協同の森づくり協定です。
今後は、植樹や下草刈りなどを行い、地域住民との
交流を図りながら菊池市と協働で森づくりを行って
いきます。

国民年金情報

学生の皆さんがとっても助かる「学生納付特例制度」

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎（25）7211、各総合支所市民係

　20歳になった学生の皆さん、国民年金の加入はもう
お済みですか？20歳になると、たとえ学生でも国民年
金への加入が義務付けられ、月々の年金保険料を支払わ
なければなりません。国民年金への加入が義務付けられ
るといっても、学生の皆さんは収入が無い場合が多く、
保険料の納付が困難です。
　そこで、学生本人の所得が一定額以下のときに保険料
の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられて
います。これは、大学（大学院）、短大、高等学校、高
等専門学校、専修学校などの学生が利用でき、夜間・定
時制・通信制の学生も対象となります。年金事務所での
審査を経て承認を受けると、今年の４月から翌年３月ま
での保険料が猶予されます。

① 老齢基礎年金を受け取るためには、原則として保険料
の納付済期間などが25年以上必要です。学生納付特
例制度の承認を受けた期間は、年金の受給資格要件
（25年）に算入されます。
※年金額には反映されません。
　また、満額の老齢年金を受け取るために、その後10
年間のうちに保険料を納付することができます。ただし、
２年以上経過後は保険料に一定の加算額がつきます。
② 仮に障がいや死亡といった不慮の事態が生じたとき
に、その月の前々月以前の１年間に保険料の未納があ
ると障害基礎年金･遺族基礎年金が受け取れない場合
がありますが、この制度の承認を受けている期間は、未
納の扱いとはなりませんので万一の時にも安心です。

①年金手帳または納付書など基礎年金番号が分かるもの
②認め印
※本人が署名する場合は不要。
③在学証明書または学生証の写し

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
制
度

学生納付特例制度のメリット 在学期間中の保険料を後払い

手続き

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
退
職(

失
業)

す
る
と
、

市
民
課
市
民
年
金
係
ま
た
は
各
総
合
支
所

民
生
課
で
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、
月
額

１
５
、１
０
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
次
の
よ

う
に
扱
わ
れ
ま
す
。

① 

老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

資
格
期
間
の
25
年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

② 

老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の
年
金
額

が
保
障
さ
れ
ま
す
。

③ 

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
に
は
、住
民
票
の
あ
る
市
町
村
へ「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
は
市
民
課
ま
た

は
総
合
支
所
市
民
係
お
よ
び
年
金
事
務
所

（
旧
社
会
保
険
事
務
所
）
に
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

① 

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

③ 

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
、
離
職
票
な
ど
）

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
被
扶
養
配
偶
者
の
人
は
、
配
偶
者
の
退

職(

失
業)

に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別

が
、
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
、
保
険
料
の
納
付
義
務
が
生
じ

ま
す
。
こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
人
も
、

配
偶
者
が
退
職(

失
業)

時
の
特
例
免
除
に

該
当
す
れ
ば
、
同
時
に
免
除
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
に
「
追
納
」
を
し

て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
免
除
制
度
と
追
納
制
度
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
民
課
ま
た
は
総
合
支

所
市
民
係
お
よ
び
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ
の
前
年
度

に
退
職(

失
業)

し
た
人
は
、
特
例
免
除
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
で

は
、
通
常
は
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
の
所

得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ
ま
す
。

退
職(

失
業)

時
の
特
例
免
除
制
度

特
例
免
除
の
申
請
手
続
き

被
扶
養
配
偶
者
の
人

申請は、毎年必要です。
手続きには次のものが必要です。
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① 

調
理
を
す
る
前
、
生
肉
・
魚
を
扱

う
前
後
、
食
事
の
前
、
食
品
を
保

存
す
る
前
な
ど
は
、し
っ
か
り
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

② 

調
理
器
具
（
ま
な
板
、
包
丁
な

ど
）
は
、
使
用
前
後
に
熱
湯
消
毒

を
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

ま
な
板
は
生
食
用
と
肉
・
魚
用
に

分
け
て
使
う
と
良
い
で
す
。

③ 

タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
な
ど
は
清
潔
な

も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

ゴ
ミ
は
こ
ま
め
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

ゴ
キ
ブ
リ
・
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
侵
入

防
止
や
駆
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

井
戸
水
は
定
期
的
に
水
質
チ
ェ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
器
具
の
お
手
入
れ
方
法

ふ
き
ん

　

使
用
後
は
煮
沸
消
毒
を
行
い
、
日

光
で
よ
く
乾
か
し
ま
す
。
定
期
的
に

塩
素
系
の
漂
白
剤
に
つ
け
て
殺
菌
し

ま
す
。

ま
な
板

　

表
面
の
傷
に
細
菌
が
入
り
込
ん
で

い
る
の
で
、
し
っ
か
り
こ
す
り
洗
い

を
し
ま
す
。
熱
湯
を
か
け
て
消
毒

し
、
日
光
で
よ
く
乾
か
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
塩
素
系
の
漂
白
剤
で
殺

菌
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
の
症
状
は
、
初
期
症
状
が

軽
く
て
も
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
食
中
毒
か
な
と
思
っ
た

ら
早
め
に
病
院
で
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

病
院
を
受
診
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

① 

症
状
の
現
れ
た
時
期
、
最
近
食
べ

た
も
の
、
便
の
様
子
、
一
緒
に
食

事
を
し
た
人
の
様
子
な
ど
を
伝
え

ま
す
。

② 

診
断
を
受
け
る
ま
で
、
市
販
薬
を

飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③ 

原
因
と
思
わ
れ
る
食
品
、
あ
る
い

は
そ
の
包
装
紙
や
空
い
た
容
器
な

ど
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。

ポ
リ
オ
と
は　

一
般
的
に
小
児
ま
ひ

と
呼
ば
れ
、
手
足
の
麻
痺
が
現
れ
る

病
気
で
す
。

受
け
方　

１
回
の
服
用
で
は
十
分
な

免
疫
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
後
３
カ

月
〜
90
カ
月
未
満
の
間
に
、
６
週
間

以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
、
必
ず
２
回

服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
品

・ 

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

・ 

予
診
票（
な
い
場
合
は
、接
種
前
日

ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し

て
、健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。）

そ
の
他
の
注
意

・ 

冊
子｢

予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康｣

を
よ
く
読
み
、
理
解
し
た
う
え
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

下
痢
が
ひ
ど
い
と
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
弱
ま
る
の
で
延
期
し
ま
し
ょ

う
。

・ 

接
種
を
受
け
る
子
ど
も
の
健
康
状

態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
会
場
で
観
察
を
お
願
い

し
ま
す
。

・ 

接
種
後
に
他
の
種
類
の
予
防
接
種

を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
４
週
間

以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
対
象
年
齢
が

生
後
６
カ
月
未
満
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
済

ま
せ
て
か
ら
、ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と　

き

旭
志
地
区　

５
月
18
日
（
火
）

泗
水
地
区　

５
月
26
日
（
水
）

菊
池
地
区　

６
月
８
日
（
火
）

七
城
地
区　

６
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

対
象
者　

実
施
日
に
生
後
３
カ
月
〜

90
カ
月
未
満
（
７
歳
６
カ
月
未
満
）

の
乳
幼
児

※ 

対
象
地
区
を
決
め
て
い
ま
す
が
、

都
合
の
悪
い
人
は
、
他
の
地
区
で

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。運
転
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
役

所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

☎
（
25
）
７
２
１
９

堤　

結
衣
花　
（　
　

富
の
原
台
）

福
原　

ゆ
ず　

（　
　

富
納
）

古
庄　

里
菜　　(　
　

永)

池
田　

美
月　

（　
　

柿
木
平
）

岩
下　

貴
哉　

（　
　

下
長
田
）

北
野　

徹
志　
（　
　

北
宮
）

北
原　

雅
斗　
（　
　

花
房
台
）

竹
下　

妃
華　

（　
　

高
野
瀬
）

永
田
万
優
香　
（　
　

西
正
観
寺
）

松
岡　
　

結　
（　
　

東
原
）

 　　
３
月
17
日（
水
）

に
泗
水
会
場
で
、

３
月
26
日
（
金
）

に
菊
池
会
場
で
行
わ
れ
た
３
歳

児
健
診
の
結
果
、む
し
歯
が
な

か
っ
た
子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

① 

期
限
表
示
を
確
認
し
、
新
鮮
な
食

品
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

② 

買
い
物
時
、
生
鮮
食
品
や
冷
凍
・

冷
蔵
食
品
類
は
早
く
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

③ 

食
材
は
適
当
な
量
を
買
い
、
早
め

に
使
い
き
り
ま
し
ょ
う
。

④ 

調
理
し
た
食
品
は
、
長
時
間
室
温

に
放
置
せ
ず
、
早
め
に
食
べ
て
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。

※ 

時
間
が
経
ち
す
ぎ
た
も
の
は
口
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

長
時
間
経
過
し
た
仕
出
し
・
弁
当

類
、
結
婚
式
な
ど
の
折
り
詰
め
の

お
す
そ
わ
け
に
は
特
に
注
意
し
ま

す
。

① 

中
心
部
分
の
温
度
が
75
℃
で
、
１

分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

② 

温
め
直
し
も
十
分
に
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。

③ 

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
に
す
る
な

ど
、
冷
蔵
保
存
は
確
実
に
し
ま

し
ょ
う
。

④ 

冷
凍
庫
は
－15
℃
以
下
に
し
て
、
扉

の
開
閉
頻
度
は
最
低
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑥ 

食
品
を
冷
蔵
庫
に
詰
め
込
み
す
ぎ

ず
、
７
割
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

包
丁

　

柄
の
部
分
、
刃
の
つ
け
根
の
部
分

も
念
入
り
に
洗
い
ま
す
。

ス
ポ
ン
ジ
・
た
わ
し

　

よ
く
す
す
い
で
洗
剤
を
落
と
し
、

熱
湯
消
毒
し
て
日
光
で
乾
か
し
ま

す
。

そ
の
１

食
中
毒
菌
を
付
け
な
い

そ
の
２

食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

そ
の
３

食
中
毒
菌
を
や
っ
つ
け
る

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

表示名 対象となる内容 表示方法 対象となる食品

消費期限 おおむね５日以内で
劣化する食品 年月日 食肉、生かき、生めん類、

弁当、惣菜、調理パンなど

賞味期限

製造後3カ月以内、品質を
保つことができる食品 年月日 清涼飲料水、食肉製品、

魚肉ハム・ソーセージ

3カ月を超えて品質保持
できる食品

年月日
（年月も可）

冷凍食品、即席麺、
マーガリン、乳製品など

表示省略できる食品 必要なし
酒類、アイスクリーム類
などの多数年以上保存可能
な食品

期限表示（消費期限と賞味期限の違い）

食
中
毒
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ポ
リ
オ
予
防
接
種

096（385）3300（24時間）

モシモシ
5月の 健康情報

月：うおの目
火：虐待をなくすために
水：多重人格障害
木：口唇・口蓋裂の矯正歯科治療に　
　　ついて
金：家庭でできる子供の視力チェック
土/日：ヒブってなあに？

歯ッピーキッズ

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

献血ご協力ください！

食中毒予防のポイント
お弁当を作る場合

バーベキューなどをする場合

と　き　５月 24日（月）
　午前９時 30分～午前 11時
　正午～午後４時
ところ　菊池市役所正面玄関前　　
内　容　400ml 献血
持参物　運転免許証などの身分証明
証、また献血カードを持っている人
は一緒に持参してください。

・お弁当は必ず当日に作ります。
・ 作る前、食べる前にはよく手を洗
います。
・ おにぎりは素手でなく、ラップを
使用して握りましょう。
・ 半熟卵や生魚はやめ、完全に火を
通したものだけを十分に冷まして
から詰めます。
・ お弁当は涼しいところで保管し、
早めに食べましょう。 　運動会やハイキングなど、お弁当を作ったり、

屋外で食事をする機会の多い季節になりました。
気温が高くなると食中毒が起こりやすくなるの
で、食品の取り扱いには注意が必要です。
　食中毒を防ぐため、食品の衛生的な取り扱いを
心がけましょう。

冷蔵庫で 10℃以下で保存すると、ほとんどの菌は増えるスピードが遅くなり、
－15℃以下（冷凍庫）では活動がストップします。しかし、菌が死ぬわけではあ
りません。そのため冷蔵庫や冷凍庫を過信せず、早めに食べきるようにしましょ
う。また、一度解凍した食品は１回で食べきり、再び保存しないようにしましょう。

ほとんどの菌は
発育しない

-15℃ -10℃ 0℃ 5℃ 10℃ 37℃ 65℃

ある種の細菌は
発育する

細菌は増殖する ある種の細菌は
死なない

ほとんどの細菌は死ぬ
（芽胞は死なない）

・ 食品は、中心部まで十分に加熱し
て食べましょう。
・ 「焼くときの箸」と「食べるとき
の箸」は区別してください。

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

泗
水
会
場

菊
池
会
場

○泗○泗○泗○菊○菊○菊○菊○菊○菊○菊

温度と細菌の繁殖関係

健康だより

行楽シーズンの
食中毒予防

問い合わせ先
健康推進課健康推進係
☎（２５）7219
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新着・お薦め図書

出口久代さん
（泗　永）

ぶ ん げ い き く ち

と し ょ だ よ り

肥
後
狂
句
桜
会
　
３
月
例
会

旭
志
文
芸
俳
句
会
　
３
月
詠
草

菊
池
短
歌
会
　
３
月
詠
草

泗
水
短
歌
会
　
３
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
３
月
例
会

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
３
月
例
会

七
城
短
歌
会
　
３
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会
　
３
月
句
会

デ
パ
地
下
で　
味
見
し
す
ぎ
て
決
め
き
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
玲
子

デ
パ
地
下
で　
年
越
し
ソ
バ
は
食
て
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

冗
談
で
し
ょ　
一
桁
違
や
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

長
閑
な
り　
道
尋
ね
た
ら
お
茶
の
出
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

ま
た
肥
え
た　
勿
体
無
ァ
の
多
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
孝
幸

野
火
の
爆
ぜ
風
を
孕は
ら

み
て
畦
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

高
原
は
枯
木
に
花
の
樹
氷
か
な　
水
上　
ミ
ネ

ア
ン
ケ
ー
ト
方
言
起
す
春
炬
燵　
芹
川　
蓉
子

三
つ
又
の
花
の
小
道
や
阿
蘇
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

白
梅
紅
梅
活
け
て
仏
間
の
華
や
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東　
　
芳
子

強つ
よ
ご
ち
東
風
に
靡
か
せ
も
し
て
九つ
く
も
が
み

十
九
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
村　
泊
虹

抱
か
れ
て
添
寝
さ
れ
た
き
寝
釈
迦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

若
き
僧
の
経
朗
々
と
彼
岸
寺　
　
寺
本　
和
子

春
の
雪
見
馴
れ
ぬ
鳥
も
庭
に
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
静
子

入
学
式
を
待
て
ず
桜
の
花
開
く　
渡
辺　
大
寿

装
ひ
て
来
し
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
日
す
が
ら
は
鍬

・
鎌
休
ま
せ
か
た
み
に
安
ら
ぐ　

岩
崎　

照
代

逝
き
し
友
の
空
家
の
庭
は
紅
梅
の
ピ
ン
ク
の
花

び
ら
散
り
敷
き
詫
び
し　
　
　
　
緒
方　
寛
子

決
断
の
遅
き
が
過
ち
姫
パ
ン
ジ
ー
花
咲
き
初
め

て
間
引
き
が
出
来
ぬ　
　
　
　
　
吉
間　
充
子

庭
石
に
散
り
ゐ
る
梅
の
花
び
ら
の
斑
模
様
は
箒

取
ら
せ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　々
重
弘

父
母
の
い
づ
れ
お
わ
さ
ば
訪
ぬ
る
里
の
家
娘
の

運
転
の
車
窓
に
遥
か　
　
　
　
　
下
川　
つ
ぎ

「
大
丈
夫
か
い
」忘
れ
ら
れ
な
い
亡あ

兄に

の
声
今
朝

も
聞
こ
え
た
夢
の
中
に
て　
　
　
余
語
や
す
子

暖
炉
焚
く
炎
ゆ
ら
ゆ
ら
広
が
り
て
御み
お
や

先
祖
の
恵

み
の
ご
と
き
身
め
ぐ
り　
　
　
　
岩
木　
妙
子

早
春
賦
つ
い
口
を
つ
き
着
ぶ
く
れ
の
襟
か
き
合

は
せ
菜
を
採
り
に
出
づ　
　
　
　
氏
岡　
百
枝

さ
わ
さ
わ
と
朝
の
風
わ
く
竹
藪
の
あ
た
り
に
し

き
り
笹
鳴
き
の
す
る　
　
　
　
　
梅
田　
昭
子

耳
順
我
が
未
だ
哀
し
み
て
購
ふ
は
う
す
も
も
色

の
春
の
マ
フ
ラ
ー　
　
　
　
　
　
怒
留
湯
健
蓉

往
き
来
し
て
麦
踏
み
し
た
る
も
は
る
か
に
て
麦

田
見
え
ざ
り
郷
は
変
り
ぬ　
　
　
大
島　
き
と

赤
芽
樫　
梅
の
若
芽
の
伸
び
ゆ
く
を
や
さ
し
く

ゆ
す
る
春
の
そ
よ
風　
　
　
　
　
増
田
久
美
子

市
内
よ
り
今
か
ら
出
る
と
う
孫
の
声
ス
ト
ー
ブ

つ
け
待
つ
寒
も
ど
る
朝　
　
　
　
平
嶋
き
く
え

陶
鉢
に
黄
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
花
咲
き
に
咲
く
冬
の

陽
だ
ま
り
温
き
陽
だ
ま
り　
　
　
福
原
美
智
子

古
里
の
御
墓
に
春
の
陽
照
り
映
え
て
父
母
の
声

か
と
風
の
音
聞
く　
　
　
　
　
　
中
山　
定
子

自
由
き
ま
ま　
条
件
付
で
嫁
っ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
尾　
迫
水

読
み
に
く
さ　
下
手
が
読
む
と
に
ゃ
上
手
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
江
彩

そ
の
調
子　
歌
も
踊
り
も
う
ま
い
も
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続　
　
義
昭

卒
業
し
て　
浮
気
は
嬶
と
し
よ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡　
三
水

読
み
に
く
さ　
自
分
で
書
い
た
日
記
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

暁
に
声
を
残
し
て
鳥
帰
る　
　
　
隈
部　
輝
子

墓
守
の
ご
と
一
本
の
桜
か
な　
　
田
島　
房
子

啓
蟄
や
庭
の
草
で
も
毟む
し

ら
う
か　
加
藤　
妙
子

里
山
に
生
気
貰
ひ
し
初
音
か
な　
北
村　
妙
子

咲
き
満
ち
て
雨
に
散
り
ゆ
く
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山　
邦
子

名　称　菊池短歌会
活　動
と　き　毎月第２金曜日午後１時～
ところ　ふれあいセンター
紹　介　50年程前に発足した菊池短
歌会は、竹野美智代先生のご指導
のもと、お互いの詠草を批評し合い
共感しながらも、また反論もあり。その一首一首を味わい喜びま
す。
いつでも、どなたでも入会を歓迎します。
問い合わせ先　菊池短歌会事務局（村上）　☎（25）1354

文芸きくち参加者紹介

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎（38）6866
中央公民館図書室　☎（25）1672
七城公民館図書室　☎（25）1580
旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

月
夜
の
み
み
ず
く

ジ
ェ
イ
ン
＝
ヨ
ー
レ
ン　
詩

ジ
ョ
ン
＝
シ
ョ
ー
エ
ン
ヘ
ー
ル　
絵

　

冬
の
夜
ふ
け
に
お
父
さ
ん
と
二
人
で

み
み
ず
く
に
会
い
に
い
く
お
話
で
す
。

―
遠
く
に
汽
笛
の
音
が
し
て
、
犬
も
あ

わ
せ
て
歌
い
出
し
、
そ
れ
が
消
え
る
と

静
か
な
森
の
奥
へ
ず
う
っ
と
歩
い
て
い

く
。
「
ほ
う
ー
ほ
う
」
と
声
を
か
け
る

が
返
事
が
な
い
。
そ
の
内
、
み
み
ず
く

が
と
ん
で
き
て
木
の
枝
に
と
ま
っ
た
。

ド
キ
ド
キ
し
て
み
つ
め
合
っ
た
。
そ
し

て
森
の
奥
へ
と
か
え
っ
て
い
っ
た
。

　

私
は
こ
の
本
の
１
ペ
ー
ジ
め
を
め

く
っ
た
と
こ
ろ
で
、
肌
に
し
み
る
程
の

冷
え
び
え
と
し
た
情
景
、
遠
く
に
汽
車

が
走
る
、
一
瞬
に
し
て
自
分
の
心
が
澄

ん
で
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
毎
に
文
の
表
現
や
絵
に
和

み
、
ま
た
、
父
と
子
の
心
あ
た
た
ま
る

ふ
れ
あ
い
が
素
敵
で
す
。

　

私
は
、
東
小
ワ
ン
ダ
ー
文
庫
の
一
員

で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
本
の
「
ほ

う
ー
ほ
う
」
の
と
こ
ろ
を
読
む
と
、
子

ど
も
の
方
か
ら
「
ほ
う
ー
ほ
う
」
と
か

え
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
う
っ

と
、
絵
本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○

泗水図書館
スロープ　　　　　　　 　　　　平田俊子　著
老人賭博　　　　　　　 　 　松尾スズキ　著
江（上・下）　　　　　 　　 田淵久美子　著
石牟礼道子全集　　　　 　　 石牟礼道子　著
犬として育てられた少年　ブルース　Ｄ．ペリー　著
藤田嗣治　手しごとの家　　　 　 林洋子　著
どうぶつのからだ（全６巻）　 増井光子　監修
ともだちごっこ　　内田麟太郎　作　降矢なな　絵
中央公民館図書室
天翔る龍　坂本龍馬伝　　 　 　山村竜也　著
忘却の整理学　　　　 　　　 外山滋比古　著
マノロブラニクには早すぎる 永井するみ　著
めのと　　　　 　　　　　　 植松三十里　著
おふとんかけたら　 　　 かがくいひろし　作
七城公民館図書室
えんふねにのって　　　　　　　　東　力　著
いちばんじゃなくて、いいんだね。松野明美　著
旭志公民館図書室
アントキノイノチ　　　　　　さだまさし　著
おはようきょうりゅう　木坂　涼・文　福岡昭二・絵

耳より情報
泗水図書館を紹介します！
　泗水図書館は、約80,000冊の資料（本・雑誌・Ｃ
Ｄ・ビデオ・ＤＶＤ）を所蔵し、市民の本棚として多く

の人に利用していただ
いてます。市町村合併
後、平成19年度より
指定管理者制度が導入
され、現在ＮＰＯ法人
が指定管理者となって
運営しています。

ペットの写真募集中！
　あなたの家族の一員でもあるペットの写真
を、図書館に展示してみませんか？犬・猫・鳥
など、どんな動物でもＯＫ！詳しくは図書館カ
ウンターまで。（泗水図書館）

６人のスタッフが、貸
出やリクエストなどの
サービスに対応している
ので、気軽に声をかけて
ください。(泗水図書館)

これは「国民読書年」のロゴ
マークです。
国が読書に対する国民意識を
高めようと、2010年を「国民
読書年」と定め、いろんな取
り組みを進めています。
この機会に読書をしましょ
う。

※図書のイベント情報は、32ページの行事予定へ掲載しています。

緑のエプロンが目印です！

毎月和やかな雰囲気で開かれています

182010 May広報きくち19 2010 May広報きくち



横
穴
古
墳
の
謎

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
①

菊
池
遺
産
認
定
審
査
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

企
画
振
興
課

☎（
25
）７
２
５
０

菊
池
の
魅
力
再
発
見

認
定
審
査
委
員
に
よ
る

審
査
を
行
い
ま
し
た

パ
ー
ト
２

シ
リ
ー
ズ
② 

①
横
穴
古
墳
と
「
茂
賀
の
浦
」

　

古
代
の
横
穴
古
墳
は
、
「
殯も

が
り
」
の

風
習
の
名
残
で
あ
る
。
昨
年
の
古
代

ロ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
⑥
（
広
報
き
く

ち
９
月
号
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
殯
」
と
は
、
古
代
の
葬
式
儀
礼

で
、
使
者
を
本
葬
す
る
ま
で
の
間
２

〜
３
カ
月
間
遺
体
を
横
穴
に
安
置

し
、
使
者
の
最
終
的
な
死
を
見
届
け

た
後
、
骨
を
洗
っ
て
本
葬
す
る
儀
式

で
あ
る
。
菊
池
・
山
鹿
に
お
い
て

は
、
横
穴
古
墳
と
古
代
湖
「
茂
賀
の

浦
」
は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
ら
れ
る
。

（
下
の
図
参
照
）
ふ
し
ぎ
な
ほ
ど
横

穴
古
墳
が
、
「
茂
賀
の
浦
」
に
ぴ
っ

た
り
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
茂

賀
の
浦
」
の
湖
岸
の
岩
壁
に
は
、
必

ず
横
穴
古
墳
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
な
ぜ
、
「
茂
賀
の
浦
」
湖
岸

や
菊
池
川
流
域
に
は
横
穴
古
墳
が
日

本
一
多
い
の
だ
ろ
う
か
。

②
狗
奴
国
と
ク
ク
チ
ヒ
コ

　

肥
後
は
火
の
国
と
い
わ
れ
る
が
、

肥
の
国
は
昔
は
佐
賀
県
も
肥
前
と

い
っ
て
肥
の
国
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
肥
の
国
は
、
有
明
海
周
辺
の
佐

賀
か
ら
熊
本
ま
で
つ
な
が
っ
た
一
つ

の
国
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
北
九
州

に
上
陸
し
た
筑
紫
の
勢
力
に
筑
後
川

周
辺
を
占
領
さ
れ
て
二
分
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。

　

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
菊
池

遺
産
認
定
制
度
」
は
、
市
内
に
あ
る

菊
池
の
魅
力
的
な
自
然
や
文
化
を
特

徴
付
け
る
も
の
の
中
か
ら
、
市
民
の

人
た
ち
が
残
し
て
い
き
た
い
と
思
う

も
の
を
「
菊
池
遺
産
」
と
し
て
認
定

し
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
と
共
に
市
民
協
働
で
保
護
し
地
域

振
興
へ
の
活
用
を
図
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
学
術
的
価
値
を
重

ん
じ
る
指
定
文
化
財
制
度
と
は
異
な

り
、
市
民
自
ら
が
選
び
、
市
民
の
人

た
ち
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
で
審
査

し
、
市
長
が
「
菊
池
遺
産
」
と
し
て

認
定
し
ま
す
。

　

菊
池
遺
産
認
定
審
査
委
員
会
は
市

民
15
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
推
薦

さ
れ
た
内
容
が
「
菊
池
遺
産
」
と
し

て
の
該
当
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

第
２
回
審
査
委
員
会
で
は
、
推
薦

さ
れ
た
も
の
の
保
護
や
周
囲
の
状
況

を
見
る
た
め
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ

て
調
査
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
推
薦
書
や
資
料
を
基
に
一
つ
ひ

と
つ
の
審
議
を
行
い
、
委
員
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
審
査
内
容

の
報
告
書
は
市
長
へ
報
告
さ
れ
ま

す
。
こ
の
報
告
結
果
を
基
に
、
市
長

が
菊
池
遺
産
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　

今
回
は
菊
池
遺
産
認
定
審
査
委
員

会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

次
回
か
ら
は
、
菊
池
遺
産
と
し
て
認

定
さ
れ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
第
１
回
の
募
集
で
推
薦

さ
れ
、
菊
池
遺
産
認
定
審
査
委
員
会

で
審
査
さ
れ
た
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

こ
の
有
明
海
周
辺
に
住
み
着
い
た

人
々
の
ル
ー
ツ
は
、
黒
潮
（
日
本
海

流
）
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
海あ

ま
ぞ
く族

で
あ
ろ
う
。
こ
の
海
族
の
風
習
に

「
殯
」
の
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
菊

池
か
ら
山
鹿
周
辺
に
広
が
る
古
代
湖

「
茂
賀
の
浦
」
の
水
が
引
き
始
め
た

頃
、
菊
池
に
や
っ
て
き
た
海
洋
民
族

が
狗
奴
国
を
造
り
ク
ク
チ
ヒ
コ
を
中

心
に
し
て
小
野
崎
遺
跡
や
台
遺
跡
や

方
保
田
遺
跡
を
残
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
周
辺
の
岩
壁
に

横
穴
古
墳
を
掘
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

菊
池
の
古
代
史
研
究　
　

中
原　

英

平
成
21
年
度

菊
池
市
人
権
作
品
紹
介

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       

57

人
権
標
語

　
学
校
名・学
年
は
、平
成
21
年
度
時
点

の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

泗
水
東
小
学
校
５
年　

前
田
な
る
み
さ
ん

泗
水
東
小
学
校
５
年　

鳥
丸
こ
う
き
く
ん

旭
志
小
学
校
６
年　

　

坂
本
か
ず
ゆ
き
く
ん

旭
志
小
学
校
６
年

　

吉
良
し
ょ
う
ご
く
ん

旭
志
小
学
校
６
年

　

齋
藤
げ
ん
き
く
ん

困
っ
た
ら

話
し
合
お
う
よ

友
だ
ち
と

遊
ぶ
の
は

み
ん
な
に
声
を

か
け
て
か
ら

親
切
に

さ
れ
た
気
持
ち
を

分
け
よ
う
よ

な
ん
で
人
は
人
を
平
気
で
傷
つ
け
る
ん
だ
ろ
う

い
じ
め
を
し
て
も
心
の
中
に
モ
ヤ
モ
ヤ
が
残
る
だ
け
な
の
に

あ
な
た
の
や
さ
し
い
一
言
で

周
り
の
人
達
が
変
る
か
も
し
れ
な
い

ポスター

テーマ「ともだち」テーマ「いつもいっしょ」

龍門小学校１年　
冨田みちさん

龍門小学校１年　
田中しゅうじくん

　

13
回
目
の
今
回
は
「
ビ
ビ
ン

パ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
⑬

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

　

ビ
ビ
ン
パ
は
韓
国
料
理
を
代
表
す

る
一
つ
で
、
器
に
ご
飯
と
色
々
な
野

菜
の
ナ
ム
ル(

あ
え
も
の)

、
肉
、
卵
、

コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン(

唐
辛
子
味
噌)

を
入

れ
、
混
ぜ
て
食
べ
る
物
で
す
。
こ
の

ビ
ビ
ン
は
「
交
ぜ
る
」
と
い
う
意
味

で
、
パ(

プ)

は「
ご
飯
」
を
意
味
し

ま
す
。

　

ビ
ビ
ン
パ
は
地
域
と
食
材
に
よ
っ

て
分
け
ら
れ
、
地
方
ご
と
に
特
色
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
全
州
ビ
ビ

ン
パ
と
晋
州
ビ
ビ
ン
パ
が
特
に
有
名

で
す
。
最
近
は
健
康
ブ
ー
ム
で
外
国

で
も
人
気
が
高
い
ビ
ビ
ン
パ
で
す

が
、
そ
の
由
来
に
は
３
つ
の
説
が
あ

り
ま
す
。

１
．宮
廷
の
食
べ
物
説

　

朝
鮮
時
代
、
王
様
が
食
す
る
食
事 

(

水
刺
：
ス
ラ)

に
は
白
水
刺
、
小
豆
水

刺
、
五
穀
水
刺
、
ビ
ビ
ン
パ
な
ど
４

種
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ビ
ビ
ン
パ
は

昼
食
や
親
族
が
入
宮
し
た
時
に
食
べ

る
軽
い
食
事
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

２
．農
繁
期
の
食
べ
物
説

　

農
繁
期
に
は
一
日
に
何
回
も
食
事

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
き
ち
ん

と
お
膳
を
整
え
、
ま
た
器
を
揃
え
る

の
も
大
変
な
の
で
一
つ
の
器
に
混
ぜ

て
食
べ
た
と
い
う
説
で
す
。

３
．飲
福
説

　

祭
祀
を
終
え
て
祭
床(
祭
司
の
時
、

飲
食
物
を
供
え
る
膳)
の
お
供
え
物
を

全
て
食
べ
る
た
め
。
寺
院
や
山
神
の

祭
り
に
行
く
に
は
家
か
ら
遠
く
、
そ

こ
で
祭
祀
を
執
り
行
う
た
め
に
食
器

を
沢
山
持
っ
て
行
く
の
は
困
難
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
器
一
つ
に
さ
ま
ざ

ま
な
お
供
え
物
を
交
ぜ
て
食
べ
る
し

か
な
か
っ
た
と
い
う
説
で
す
。

　

し
か
し
晋
州
ビ
ビ
ン
パ
の
由
来
は

次
の
通
り
で
す
。
１
５
９
３
年
６

月
、
日
本
が
朝
鮮
出
兵
し
た
時
、
晋

州
城
の
外
を
日
本
軍
３
７
、
０
０
０

人
が
囲
み
ま
し
た
。
城
内
の
朝
鮮

軍
は
３
、
４
０
０
余
人
で
し
た
。
残

り
は
一
般
の
民
で
６
６
、
０
０
０
余

人
。
戦
闘
前
夜
、
城
内
の
軍
人
、
官

人
、
民
は
最
後
の
食
事
を
し
ま
し

た
。
器
が
僅
か
し
か
な
く
、
一
つ
の

器
に
ご
飯
、
ナ
ム
ル
、
牛
肉
の
ユ
ッ

ケ
を
入
れ
、
そ
こ
に
醤
油
な
ど
を
か

け
、
交
ぜ
て
食
べ
ま
し
た
。
結
局
、

城
は
６
月
29
日
に
陥
落
し
、
多
く
の

民
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

晋
州
ビ
ビ
ン
パ
の
始
ま
り
で
す
。

　

今
や
日
本
で
も
一
般
的
な
ビ
ビ
ン

パ
で
す
が
、
日
本
と
韓
国
の
歴
史
を

感
じ
ま
す
。

菊池遺産認定審査委員

委員たちは、現地
に赴き、地元の人
に話を聞いたり、
推薦書や資料など
を基に調査を行い
ました

横穴古墳　　　　　「茂賀の浦」
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水
元
征
雄
委
員(　
　

上
出
田)

の
辞
任
に
伴
い
、
菊
池
市
農
業
委
員

会
委
員
に
、
中
山
和
幸
さ
ん(　
　

福

本
一)

が
選
任
さ
れ
、
４
月
２
日(

金)

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
委
員
は
、
熊
本
県
農
業
共
済

組
合
の
理
事
で
、
任
期
は
平
成
24
年

３
月
21
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
25
）
７
２
３
５

　

犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
は
、
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
犬
の
所
有
者
の
人

は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
の

所
有
者
、
ま
た
は
新
た
に
犬
（
生
後

91
日
以
上
）
を
所
有
さ
れ
た
人
は
、

会
場
で
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

日　

程　

別
表
の
と
お
り

※ 

い
ず
れ
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま

す
。

※ 

登
録
済
の
人
は
、
「
狂
犬
病
予
防

注
射
日
程
等
の
ご
案
内
」
の
は
が

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

料　

金
（
１
頭
に
つ
き
）

　

登
録
料　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

集
合
注
射
料　

３
、
０
０
０
円

　

（
注
射
済
票
発
行
手
数
料
５
０
０

円
含
む
）

動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け
た
時

　

獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
ま
で
持
参
し
、
注
射

済
票
発
行
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
注
射
済
票
は
、
注
射
実
施
会

場
で
も
発
行
で
き
ま
す
。

※ 

１
頭
に
つ
き
注
射
済
票
発
行
手
数

料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課　

☎
（
25
）
７
２
１
７

　

各
総
合
支
所
民
生
課

○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

高
齢
者
に
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

し
、
急
病
や
災
害
な
ど
緊
急
時
に
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
人
な
ど
で
、
心
疾
患
な

ど
に
よ
り
日
常
生
活
上
注
意
が
必
要

な
人
。

※ 

月
々
３
１
５
円
の
個
人
負
担
が
あ

り
ま
す
。

○
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

高
齢
者
へ
日
常
生
活
用
具
の
給
付

や
貸
与
を
行
い
、
在
宅
生
活
を
安
全

で
暮
ら
し
や
す
い
も
の
と
し
ま
す
。

対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
人
な
ど
で
、
心
身
機
能

の
低
下
に
伴
い
、
防
災
な
ど
の
配
慮

が
必
要
な
人
。

用
具
の
種
類

　

電
磁
調
理
器
、
火
災
警
報
器
、
自

動
消
火
器
、
老
人
用
電
話

※
所
得
に
応
じ
て
、
個
人
負
担
が
あ

　

水
道
局
で
は
、
上
水
道
配
水
管
の

漏
水
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
調
査
員
が
各
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー(

量
水
器
も
し
く
は
止
水

栓)

ま
で
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

調
査
対
象
区
域

菊
池
市
隈
府

　

上
町･

中
町･

立
町･

横
町･

下
町･

切

明･

立
石･

北
原･

迎
町･

栄
町･

中
央
通

･    

東
正
観
寺･

西
正
観
寺
の
各
一
部

菊
池
市
片
角　

片
角
区
の
全
部

菊
池
市
袈
裟
尾　

袈
裟
尾
区
の
全
部

菊
池
市
玉
祥
寺　

玉
祥
寺
区
の
全
部

※ 

遊
蛇
口
区
は
除
く
。

調
査
期
間

　

５
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

・ 

今
回
の
調
査
で
は
、
宅
内
給
水
管

の
漏
水
調
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
調
査
員
は
、
水
道
局
が
発
行
す
る

　
「
身
分
証
明
書
」
と
「
腕
章
」
を
携

　

帯
し
て
い
ま
す
。

・ 

修
理
費
用
の
請
求
や
宅
内
配
管
の

洗
浄
、
浄
水
器
の
斡
旋
な
ど
を
委

託
業
者
が
ご
案
内
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
同
様
の
セ
ー
ル
ス
な

ど
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
局
水
道
課
業
務
係

　

☎
（
23
）
６
０
６
６

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
、

５
月
初
旬
に
送
り
ま
す
。
納
期
限
ま

で
に
収
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

納
期
限　

５
月
31
日
（
月
）

納
付
場
所　

　

菊
池
地
域
農
協
、
他
各
金
融
機
関
、

市
役
所
、
各
総
合
支
所

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
（
25
）
７
２
０
６

納
期
限　

５
月
31
日
（
月
）

納
付
場
所

　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
県
地
域
振
興
局
税
務
課
、
熊

本
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務
所

自
動
車
税
の
税
額
が
増
額
さ
れ
ま
す

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ
ス

や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の

小
さ
い
自
動
車
は
登
録
の
翌
年
度
の

自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷

の
大
き
い
自
動
車
は
、
自
動
車
税
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
税
務
課

　

☎
（
25
）
４
２
７
２

り
ま
す
。

○
住
宅
改
造
助
成
事
業

　

在
宅
で
安
全
に
生
活
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
住
宅
改
造
に
要
す
る
費

用
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
助
成
し

ま
す
。
助
成
を
申
請
で
き
る
の
は
、

工
事
着
工
前
に
限
り
ま
す
。

対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
要

介
護
認
定
を
受
け
た
人
で
、
日
常
生

活
上
、
身
体
動
作
に
困
難
性
が
あ

り
、
住
宅
の
改
造
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
人
。

※ 

前
年
所
得
税
課
税
年
額
が
７
万
円

以
下
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
５

　

平
成
22
・
23
年
度
の
保
険
料
率
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
は
２
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
い
、
医
療
費
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
保
険
料
率
も
次
の
と
お
り
変
わ
り

ま
す
。

均
等
割
額　

４
７
、
０
０
０
円

所
得
割
率　

９･

０
３
％

※ 

平
成
22
年
度
保
険
料
軽
減
は
平
成

21
年
度
と
同
様
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
保
険
料
は
平
成
21
年
中
の
所

得
を
基
に
決
定
し
、
７
月
に
決
定
通

知
書
を
発
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

平
成
16
年
６
月
か
ら
運
行
を
開
始

し
た
き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
は
、
今
年

７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
べ
ん
り
カ
ー
運
行
記
念
週

間
と
し
て
、
べ
ん
り
カ
ー
の
利
用
料

金
を
半
額
に
し
ま
す
。
ま
だ
利
用
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
人
も
、
こ
れ
を
機

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
８

　

各
総
合
支
所
民
生
課

に
ぜ
ひ
、
環
境
に
優
し
い
公
共
交
通

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　

☎
（
25
）
７
２
５
０

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

漏
水
の
調
査
を
行
い
ま
す

いすに座ってできるきくちゃん体操14
筋力トレーニング・道具なし編

問い合わせ先に各課の
直通番号を記載しています。
各総合支所の問い合わせは
こちらです。
七城総合支所　☎（25）1000
旭志総合支所　☎（37）3111
泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

新しく選任された
中山和幸委員

片方の腕を前にまっすぐ
伸ばし、手首は少しそらし
ます。反対の手で伸ばし
ている側の肘を下に押し
ます。終わったら、両手
はひざの上に置きます。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
の

保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

べ
ん
り
カ
ー
の
利
用
料
を

半
額
に
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

５
月
31
日
（
月
）
で
す

自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

５
月
31
日
（
月
）
で
す

期　間　５月31日（月）
　　　　～６月５日（土）
料　金　大人　50円
　子ども・身障者など　30円

　１つの体操は３秒間を１回行います。必ず大きな声で数えま
す。
　自分の体調に合わせて無理をしない範囲で行います。動いてい
る（伸ばしている）筋肉を意識して行います。
効果のある筋肉　腕の筋肉・肩の筋肉
効　果
・腕と肩の力がつきます。
・肩こりの予防と軽減につながります。
注意点
・腕を正面に伸ばします。
・腕は肩の高さまで上げます。
・背すじを伸ばして行います。
・指先を天井に向けて行います。
・ 力がある人は、押さえる位置を手首へ移動
　して行ってみましょう。
　「いすに座ってできるきくちゃん体操指導
者マニュアル」より抜粋。
問い合わせ先
　生きがい推進課包括支援係　☎（25）7216

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
犬
の
登
録
受
付
を
行
い
ま
す

月　日 時　間 予防注射実施場所

５月10日
（月）

　 9：30 ～10：30 ＪＡ菊池竜門支所

11：00 ～11：30 迫龍ふれあいセンター

13：30 ～14：00 水迫里山の家
（旧農村女性の家）

14：30～15：00 迫間支館

５月11日
（火）

 9：00～10：00 藤田公民館
10：30～11：30 ＪＡ菊池旧河原支所

13：00～13：30 塚原公民館

14：00～15：00 ＪＡ菊池水源中央支所

５月12日
（水）

　 9：30～10：30 戸崎支館

11：00～12：00 植古閑公民館

13：30～15：00 菊之池小学校正門前
（旧 JA支所前）

５月13日
（木） 10：00～ 11：00 青少年ホーム

（菊池体育センター裏）
５月16日
（日） 10：00～12：00 菊池市役所正面玄関

５月17日
（月）

 　9：30～10：30 社会福祉協議会七城支所

11：00～12：00 七城多目的研修センター

13：00～14：00 リバーサイドパーク

　　　　 

月　日 時　間 予防注射実施場所

５月18日
（火）

10：00～10：40 尾足コミュニティーセンター

11：00～11：40 妻越担い手センター

13：10～14：00 高永集会所

５月19日
（水）

10：00～10：50 高柳集落センター

11：00～11：40 楠原構造改善センター

13：10～14：00 旭志総合支所

５月20日
（木）

 　9：00～ 　9：30 田島二区公民館

10：00～11：00 泗水第二体育館

13：15～14：00 永公民館

14：30～15：00 井戸方構造改善センター

５月21日
（金）

 　9：00～ 　9：30 南住吉公民館

10：00～11：00 泗水 B＆G海洋センター
体育館

13：15 ～13：45 久米一区公民館

14：00 ～15：00 泗水体育館
５月23日
（日） 　 9：00～10：30 泗水総合支所

　　　　 

狂犬病予防注射日程

○泗

○菊
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検
察
審
査
会
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
?

　
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
・
係
長
級
以
上
）

熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
利
用
し
て

お
隣
の
韓
国
へ
行
こ
う
！

夜
間
相
談
窓
口
開
設

　

次
の
期
間
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

開
設
期
間　

５
月
24
日
（
月
）
〜
５
月

28
日
（
金
）
午
後
８
時
ま
で

※ 

各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
菊
池
市
で
は
、
納
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
、
滞
納
処
分
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
何
ら
か
の
事
情

で
、
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
に
は
、
早
め
に
納
税
相
談

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
差
し
押
え

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

徴
税
課

　

☎
（
25
）
７
２
０
８

　

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
花
壇

や
野
原
を
彩
る
け
し
の
中
に
は
、
あ

へ
ん
法
や
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締

法
に
よ
り
、
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
栽
培
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
不
正
（
自
生
）
け
し
や

大
麻
を
一
掃
す
る
た
め
、
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

運
動
を
実
施
し
ま
す
。
不
正
（
自

生
）
け
し
や
大
麻
を
発
見
し
た
場
合

●
部
長
級

▼
総
務
部
長　

石
原
公
久(

企
画
部
長)

▼
企
画
部
長　
谷
口　
誠(

熊
本
県)

▼
市
民
部
長

宮
本
啓
一(

総
務
部
職
員
課
長)

▼
経
済
部
長　

岩
下
義
人(

泗
水
総

合
支
所
長
（
次
長
級
）
兼
総
務
振
興

課
長)

▼
建
設
部
長　

中
𠩤
純
一(

首
席
審

議
員
兼
都
市
整
備
課
長)

●
次
長
級

▼
市
民
部
首
席
審
議
員
兼
生
き
が
い

推
進
課
長　

後
藤
慶
治
郎(

生
き
が

い
推
進
課
長)

▼
首
席
審
議
員
兼
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま

ご
め
荘
施
設
長　

牧　

建
生(

老
人

ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
施
設
長)

▼
七
城
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）
兼

総
務
振
興
課
長　

赤
星
和
範(

七
城

分
室
教
育
課
長)

▼
泗
水
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）
兼

総
務
振
興
課
長　

春
木
義
臣(

泗
水

総
合
支
所
民
生
課
長)

▼
会
計
管
理
者
兼
首
席
審
議
員
会
計

課
長　

松
岡　

讓(

市
民
課
長)

▼
議
会
事
務
局
長
（
次
長
級
）

永
田
哲
士(

議
事
課
長)

●
課
長
級

▼
総
務
部
同
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長　

田
代
武
則(

税
務
課

長)▼
同
課
総
務
審
議
員
総
務
担
当
兼
同

局
次
長　

野
口
進
也(

旭
志
総
合
支

所
総
務
振
興
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長)▼
同
課
総
務
審
議
員
兼
監
理
係
長　

中
川
正
己(

同
課
課
長
補
佐
兼
監
理

係
長)

▼
安
全
対
策
課
長　

武
藤
英
治(

同

課
総
務
審
議
員
消
防
交
通
担
当)

▼
職
員
課
長　

山
田
浩
文(

総
務
課

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長)

▼
同
課
総
務
審
議
員
人
事
研
修
担
当

原
本
裕
之(

同
課
課
長
補
佐
同
担
当)

▼
税
務
課
長　

野
口
祐
成(

徴
税
課
長)

▼
同
課
総
務
審
議
員
兼
管
理
係
長　

出
口
孝
二(

同
課
課
長
補
佐
兼
同
係

長)▼
徴
税
課
長　

緒
方
浩
一(

社
会
体

育
課
総
務
審
議
員)

▼
人
権
啓
発
課
長

大
山
堅
四
郎(

生
涯
学
習
課
長)

▼
企
画
部
企
画
振
興
課
長
兼
新
市
調

整
室
長　

松
野
浩
一(

同
課
総
務
審

議
員
企
画
振
興
担
当)

▼
同
課
総
務
審
議
員
兼
情
報
シ
ス
テ

ム
係
長　

立
山
和
信(

同
課
課
長
補

佐
兼
同
係
長)

▼
市
民
部
同
課
長　

山
内
理
至(

安

全
対
策
課
長)

▼
子
育
て
支
援
課
総
務
審
議
員

松
永
隆
則(

同
課
課
長
補
佐)

▼
生
き
が
い
推
進
課
総
務
審
議
員
兼

介
護
保
険
係
長　

冨
士
本
光
範(

同

課
課
長
補
佐
兼
同
係
長)

▼
環
境
課
総
務
審
議
員
廃
棄
物
対

策
担
当　

倉
原
良
則(

同
課
課
長
補

佐
同
担
当)

▼
健
康
推
進
課
総
務
審
議
員
同
担
当

中
尾
リ
ツ
子(

同
課
課
長
補
佐
同
担
当)

▼
経
済
部
農
林
振
興
課
総
務
審
議
員

兼
畜
産
係
長　

伊
藤
道
俊(

同
課
課

長
補
佐
兼
同
係
長)

▼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

下
田
俊
一

(

農
林
振
興
課
総
務
審
議
員
農
政
担
当)

▼
農
林
整
備
課
長　

生
田
幸
一(

同

課
総
務
審
議
員
耕
地
担
当)

▼
地
籍
調
査
課
長　

釘
山
康
敏(

総

務
課
総
務
審
議
員
（
菊
池
広
域
連
合

派
遣
）)

▼
商
工
観
光
課
長
兼
中
心
市
街
地
対

策
室
長　

宮
村
公
男(

同
課
総
務
審

議
員
兼
同
室
長)

▼
建
設
部
都
市
整
備
課
長　

中
𠩤
宏

隆(

同
課
総
務
審
議
員
同
担
当)

▼
同
課
総
務
審
議
員
兼
建
築
係
長

櫨
川
博
久(

同
課
課
長
補
佐
兼
同
係
長)

▼
会
計
課
総
務
審
議
員

大
矢
野
美
恵
子(

七
城
分
室
教
育
課

総
務
審
議
員
兼
学
校
教
育
課
七
城
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長)

▼
七
城
総
合
支
所
産
業
建
設
課
長　

岩
下
利
昭
（
同
支
所
建
設
課
長
）

▼
旭
志
総
合
支
所
民
生
課
総
務
審
議

員
兼
衛
生
福
祉
係
長　

小
池
裕
幸(

同

課
課
長
補
佐
兼
同
係
長)

▼
旭
志
総
合
支
所
産
業
建
設
課
長

坂
本
保
広
（
同
支
所
建
設
課
長
兼
産
業

振
興
課
長
）

▼
泗
水
総
合
支
所
民
生
課
長

上
田　
二(

泗
水
分
室
教
育
課
長)

▼
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
長　

中
村
義
久
（
同
支
所
建
設
課
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
総
務
審
議

員　

秋
吉
恭
一
郎(

同
課
同
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐)

▼
生
涯
学
習
課
長
兼
菊
池
市
中
央
公

民
館
長　

櫨
川
健
治(

同
館
長
（
総
務

審
議
員
）)

▼
同
課
総
務
審
議
員
兼
社
会
教
育
係

長　

木
原
雄
二(

同
課
課
長
補
佐
兼
同

係
長)

▼
同
課
総
務
審
議
員
兼
文
化
振
興
係

長　

田
嶌
晴
雄(

同
課
課
長
補
佐
兼
同

係
長)

▼
七
城
分
室
教
育
課
長
兼
学
校
教
育

課
七
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

知
里
口
孝
子(

七
城
総
合
支
所
民
生
課

総
務
審
議
員
衛
生
福
祉
担
当)

▼
泗
水
分
室
教
育
課
長　

平
島
敏
光

(

泗
水
総
合
支
所
産
業
振
興
課
長)

▼
同
課
総
務
審
議
員

小
川
満
智
子(

同
課
課
長
補
佐)

▼
議
会
事
務
局
議
事
課
長

城　

主
一(

総
務
課
総
務
審
議
員
兼
総

務
係
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

次
長)

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

齋
藤　

誠(

人
権
啓
発
課
長)

●
課
長
補
佐
級

▼
総
務
部
安
全
対
策
課
課
長
補
佐
消

防
交
通
担
当　

松
永
英
昭(

旭
志
総
合

支
所
民
生
課
課
長
補
佐
市
民
担
当)

▼
徴
税
課
課
長
補
佐
兼
徴
税
係
長

堀
内
一
幸(

同
課
同
係
長)

▼
企
画
部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
同

担
当　

大
塚
忠
康(

会
計
課
課
長
補
佐)

▼
同
課
課
長
補
佐
兼
広
報
統
計
係
長

有
山
健
生(

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼

学
務
係
長)

▼
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
同
係

長　

岡
山
峰
子
（
保
育
園
管
理
室
課

長
補
佐
）

▼
市
民
部
福
祉
課
課
長
補
佐
障
が
い

福
祉
担
当　

髙
宗
和
代(
生
き
が
い
推

進
課
包
括
支
援
係
長)

▼
環
境
課
課
長
補
佐
環
境
政
策
担
当

坂
田
孝
浩(

市
民
課
市
民
年
金
係
長)

▼
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
兼
国
保
・

医
療
給
付
係
長　

木
下
徳
幸(

同
課
同

係
長)

▼
経
済
部
農
林
振
興
課
課
長
補
佐
兼

林
政
係
長　

松
永
順
一
郎(

同
課
同
係

長)▼
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
商
工
労

政
係
長　

森
本
勝
宏(

同
課
課
長
補
佐

同
担
当
兼
中
心
市
街
地
対
策
室
課
長

補
佐)

▼
商
工
観
光
課
中
心
市
街
地
対
策
室

課
長
補
佐　

笹
本
義
臣(

企
画
振
興
課

広
報
統
計
係
長)

▼
建
設
部
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長　

吉
村　

勲(

地
籍
調
査
課
同

係
長)

▼
同
課
課
長
補
佐
浄
水
セ
ン
タ
ー
担

当　

上
田
俊
介(

同
課
課
長
補
佐
兼
同

係
長)

▼
旭
志
総
合
支
所
総
務
振
興
課
課
長

補
佐
兼
同
係
長　

岩
根
卓
士(

国
際

交
流
課
課
長
補
佐
兼
同
係
長)

▼
同
支
所
民
生
課
課
長
補
佐
兼
市
民

　

検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官
の
な

し
た
不
起
訴
処
分
の
良
し
あ
し
を
審

査
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
す
る
と

こ
ろ
で
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、

さ
ら
に
詳
し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る

（
不
起
訴
不
当
）と
か
、
起
訴
す
べ
き

事
件
で
あ
る（
起
訴
相
当
）と
い
う
議

決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官
は

送
付
さ
れ
た
議
決
書
を
参
考
に
し
て

事
件
を
起
訴
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
立
は
無
料
で
、
審
査
会
議
は
非

公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
検
察
審
査
会

　

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
助
成
事
業

　

長
期
に
わ
た
り
継
続
的
に
韓
国
の

団
体
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
を
行

う
団
体
に
、
交
流
に
係
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
事
前
の
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興

協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
６
５

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
ソ
ウ
ル

ま
で
わ
ず
か
90
分
！
便
利
な
熊
本
〜

ソ
ウ
ル
線
を
使
っ
て
「
食
べ
る
・
遊

ぶ
・
買
う
」
を
お
得
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

主
な
助
成
事
業

① 

熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
ま
た
は
熊
本
〜

台
湾
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用

す
る
10
人
以
上
の
団
体
に
、
１
人

当
た
り
５
、
０
０
０
円
を
助
成
し

は
、
菊
池
保
健
所
へ
通
報
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し

・ 

茎
は
無
毛
に
近
く
、
す
べ
す
べ
し

て
い
ま
す
。

・ 

葉
は
白
っ
ぽ
く
、
縁
の
切
れ
込
み

が
浅
い
で
す
。

・ 

葉
に
柄
が
無
く
、
茎
を
包
み
込
む

よ
う
に
生
え
て
い
ま
す
。

※ 

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
（
ソ
ム
ニ

フ
ェ
ル
ム
種
、
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
な

ど
）
と
植
え
て
良
い
け
し
（
ひ
な
げ

し
、
お
に
げ
し
な
ど
）
は
、花
の
色

や
形
で
は
見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　

☎
（
25
）
４
１
３
５

●入札 (開札 ) 日：3月 24日（水）

件　名 工事
場所 落札者

落札額（税込・円）
落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 21年度隈府小学校
プール改築本体工事 隈府 ㈱八方建設

95,340,000
98.6% 19 都市整備課

96,724,950

平成 21年度泗水中学校校
舎空調整備（電気）工事

泗水町
豊水 ㈲水元電工

13,434,750
96.3% 7 都市整備課

13,948,200

平成 21年度菊池北中学校
校舎空調整備（管）工事 隈府 ㈱髙宮城工業

菊池営業所
10,500,000

97.6% 7 都市整備課
10,758,300

平成 21年度泗水中学校
校舎空調整備（管）工事

泗水町
豊水

旭電業㈱
菊池営業所

13,555,500
97.0% 7 都市整備課

13,977,600

平成 21年度隈府小学校
プール改築管工事 隈府 ㈲クドウ工業

18,690,000
97.0% 7 都市整備課

19,261,200

※ その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で閲覧できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

公共事業入札の公表

夏はもうすぐ！市内プールがオープンします

講座開催のため使用できない時間帯があります。
詳しい日時は各問い合わせ先までお願いします。

名　称 期　間 開場時間 休館日 問い合わせ先

菊池市営菊池
プール

６月１日（火）
～９月12日（日）

午前９時～正午
午後１時～午後６時

なし
ただし、夏休みの期
間中以外の月～金の
小学生の入場は保護
者の同伴が必要

社会体育課
☎（25）7234

菊池市泗水
B＆G海洋
センタープール

６月１日（火）
～９月12日（日）
夜間：７月１日
（木）～

午前９時～正午
午後１時～午後５時
午後６時～午後９時

夏休み期間中休館日
なし
上記以外毎週月曜・
第３日曜

泗水総合支所
教育課
☎（38）2258

菊池市旭志
B＆G海洋
センタープール

６月１日（火）
～９月12日（日）

午前９時～正午
午後１時～午後５時
午後６時～午後９時

毎週月曜
旭志総合支所
教育課
☎（37）3111

　　　

大
麻
・
不
正
け
し
撲
滅
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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無
料
法
律
相
談
会

地
デ
ジ
受
信
相
談
窓
口
開
設

係
長　

安
武
壽
志
子(

同
課
同
係
長)

▼
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
課
長

補
佐
兼
農
林
振
興
係
長　

上
村
雅
一

（
同
支
所
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
農

林
振
興
担
当
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
菊
池
市
中
央

公
民
館
課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長

倉
原
安
浩（
都
市
整
備
課
住
宅
係
長)

▼
社
会
体
育
課
課
長
補
佐

清
田
幸
臣
（
健
康
推
進
課
課
長
補
佐

（
県
広
域
連
合
派
遣
）
）

●
係
長
級

▼
総
務
部
同
課
同
係
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
係
長　

泉　

大
助

(

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
長
兼
同

課
中
心
市
街
地
対
策
室
係
長)

▼
同
課
行
政
係
長　

原
田
景
子(

同

課
同
係
参
事)

▼
職
員
課
人
事
研
修
係
長

宇
野
木
洋
一(

下
水
道
課
管
理
係
長)

▼
同
課
給
与
厚
生
係
長

中
尾
孝
浩(

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長)

▼
同
課
課
付
係
長　

守
田
英
一(

人
権

啓
発
課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
係
長)

▼
財
政
課
同
係
長　

山
田
哲
二(

商

工
観
光
課
観
光
振
興
係
長)

▼
企
画
部
国
際
交
流
課
同
係
長

村
田
義
喜(

泗
水
総
合
支
所
建
設
課

同
係
長)

▼
市
民
部
同
課
市
民
年
金
係
長

髙
木
智
生(

行
政
改
革
推
進
課
同
係

参
事)

▼
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長

竹
村
秀
一(

七
城
総
合
支
所
民
生
課

衛
生
福
祉
係
長)

▼
生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係
長

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
担
当
）

安
武
邦
男(

泗
水
総
合
支
所
民
生
課

衛
生
福
祉
係
長)

▼
同
課
包
括
支
援
係
長

宮
村
恵
美(

健
康
推
進
課
同
係
長)

▼
健
康
推
進
課
同
係
長

渡
邉
弘
子(

同
課
同
係
参
事)

▼
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
同
係
長

田
代
誠
士(

七
城
総
合
支
所
産
業
振

興
課
農
林
振
興
係
長)

▼
建
設
部
都
市
整
備
課
住
宅
係
長

財
津
裕
一(

健
康
推
進
課
国
保
・
医

療
給
付
係
参
事)

▼
七
城
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉

係
長　

古
田
十
咲(

同
課
同
係
参
事)

▼
同
支
所
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係

長　

請
野
貞
昭(
徴
税
課
同
係
参
事)

▼
泗
水
総
合
支
所
総
務
振
興
課
同
係

長　

髙
島
英
輔(

同
課
同
係
参
事)

▼
同
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係
長　

中
原
親
弘(

同
支
所
産
業
振
興
課
農

林
振
興
係
長)

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

学
務
係
長　

安
武
睦
夫(

職
員
課
人

事
研
修
係
長)

▼
七
城
分
室
教
育
課
同
係
長

古
橋
郁
代(

七
城
総
合
支
所
民
生
課

市
民
係
参
事)

▼
旭
志
分
室
教
育
課
同
係
長

井
本
か
お
る(

農
林
整
備
課
耕
地
係

長)●
機
構
改
革

　

機
構
改
革
に
よ
り
課
名
が
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

▼
総
務
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
男
女
共
同
参
画
推
進
室
）

▼
企
画
部
企
業
誘
致
対
策
課
（
企
業

誘
致
対
策
室
）

▼
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課（
新
設
）

▼
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
（
各
総

合
支
所
産
業
振
興
課
・
建
設
課
）

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
緒
方
希
八
郎(

総
務
部
長)

▼
原
川
智
明(

市
民
部
長)

▼
後
藤　

定(

経
済
部
長)

▼
岡
﨑
俊
裕(

建
設
部
長)

▼
松
永
完
一(

会
計
管
理
者)

▼
古
閑
昭
二
郎(

七
城
総
合
支
所
長)

▼
岩
木
精
四
郎(

議
会
事
務
局
長)

▼
松
下
幸
一(

経
済
部
農
林
整
備
課
長)

▼
小
田
政
芳(

地
籍
調
査
課
長)

▼
大
場
大
平(

商
工
観
光
課
長)

▼
狩
野
良
一(

七
城
総
合
支
所
産
業

振
興
課
長)

▼
大
山
俊
子
（
つ
ま
ご
め
荘
介
護
士)

▼
西
口
ひ
と
み(

学
校
教
育
課
菊
池

北
小
学
校
調
理
師)

▼
緒
方
惠
子(

同
課
河
原
小
学
校
調

理
師)

▼
藤
崎
貴
代
美(

同
課
水
源
小
学
校

調
理
師)

▼
稗
田
淑
美
（
同
課
旭
志
中
学
校
調

理
師
）

▼
五
島
千
秋(

農
業
委
員
会
事
務
局
長)

▼
平
山　

茂(

教
育
委
員
会
事
務
局

菊
池
市
中
央
公
民
館
参
事)

相
談

５月の「税」の納期限
５月31日（月）

問い合わせ先　税務課　☎（25）7206
　　　　　　　　　　　　　☎（25）7207

●軽自動車税全期
●固定資産税第１期

申
請

募
集

５
月
10
日（
月
）開
催

と　

き　

５
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

　

熊
本
地
方
裁
判
所
山
鹿
支
部

相
談
員　

弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　

民
事
・
刑
事
の
法
律
問

題
、
サ
ラ
金
・
破
産
問
題
、
離
婚
・

相
続
問
題
、
登
記
、
人
権
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
裁
判
所
山
鹿
支
部

　

☎
０
９
６
８
（
44
）
５
１
４
１

５
月
27
日（
木
）開
催

と　

き　

５
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

相
談
員

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人

名
義
の
軽
自
動
車
な
ど
（
家
族
の
人

の
運
転
も
含
む
）
で
、
障
が
い
の
程

度
、
使
用
目
的
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
減
免
は
普
通
車
を
含
め

１
人
１
台
で
、
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。

申
請
期
限　

５
月
24
日
（
月
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
通
知
書　

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど

・
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

・
車
検
証

・
印
か
ん

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
（
25
）
７
２
０
６

お
よ
び
改
善
や
地
域
住
民
の
防
災
・
安

全
の
確
保
、
地
域
の
優
れ
た
風
景
の
保

存
お
よ
び
整
備
に
対
す
る
補
助
。

　
例
え
ば
、
掲
示
板
な
ど
の
設
置
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
の
整
備
、
景
観
整
備

な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
経
費　

需
用
費
（
消
耗
品
費
・

印
刷
製
本
費
）、
使
用
料
お
よ
び
賃
借

料
、工
事
費
、
原
材
料
費
、
備
品
購
入

費
ほ
か

補
助
率
・
限
度
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

40
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
活
動
事
業

　
地
域
の
自
然
・
生
活
環
境
の
保
全
・

整
備
や
地
域
の
防
災
・
安
全
、
地
域
住

民
の
融
和
・
健
康
・
福
祉
を
増
進
す
る

こ
と
に
対
す
る
補
助
。

　
例
え
ば
、
里
山
整
備
活
動
、
防
災
訓

練
、
地
域
の
祭
り
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
経
費　

報
償
費
（
講
師
謝
金
な

ど
）
、
需
用
費
（
消
耗
品
費
・
印
刷
製

本
費
）
、
使
用
料
お
よ
び
賃
借
料
、
原

材
料
費
、
備
品
購
入
費
ほ
か

補
助
率
・
限
度
額　
対
象
と
な
る
経
費

の
２
分
の
１
以
内
で
、
20
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。

人
材
育
成
事
業

　
国
・
県
な
ど
が
実
施
す
る
事
業
へ
の

参
加
や
体
験
学
習
や
地
域
活
動
の
実

践
、
先
進
地
の
活
動
視
察
研
修
に
対
す

る
補
助
。

　
例
え
ば
、
地
域
づ
く
り
講
習
会
へ
の

参
加
、
先
進
地
研
修
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

対
象
経
費　
受
講
料
、
参
加
費
、
宿
泊

費
、
交
通
費
ほ
か

補
助
率
・
限
度
額　
対
象
と
な
る
経
費

の
２
分
の
１
以
内
で
、
10
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。

共
通
事
項

対
象
と
な
る
団
体

① 

各
行
政
区
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
団

体
、
ま
た
は
そ
の
集
合
体

② 

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
す

る
Ｎ
ＰO

法
人
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず

る
10
人
以
上
の
団
体

※ 

②
の
団
体
は
、
規
約
な
ど
で
地
域
づ

く
り
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
目
的
が

明
記
さ
れ
て
い
る
団
体
。

申
込
期
限　
５
月
31
日
（
月
）

申
請
方
法　
補
助
金
申
請
書
お
よ
び
関

係
書
類
を
添
え
て
、
企
画
振
興
課
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・ 

国
、
県
ま
た
は
他
の
補
助
事
業
に
該

当
し
、
そ
の
助
成
を
受
け
た
場
合

は
、
こ
の
補
助
金
は
交
付
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
本
市
の
他
の
補
助
事
業

の
対
象
と
な
る
事
業
の
場
合
も
、
同

様
で
す
。

・ 

地
域
づ
く
り
活
動
事
業
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
同
一
事
業
は
、
補
助
期
間
が

３
年
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
☎
（
25
）
７
２
５
０

　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

　
菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
が
発
生

し
た
際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き

る
よ
う
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
き
く
ち
４
月
号

25
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
６
月
１
日
（
火
）
〜
６
月

15
日
（
火
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
必
着
（
期
日
厳
守
）

※ 

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
（
25
）
７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

制
度
の
流
れ

① 
空
き
家
・
空
き
地
を
賃
貸
・
売
却

し
た
い
人
が
物
件
情
報
を
登
録
。

物
件
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
公

開
し
ま
す
。

② 

物
件
を
見
た
購
入
希
望
者
が
登

録
。利
用
希
望
者
に
よ
る
物
件
の
情

報
提
供
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

③ 

物
件
登
録
者
へ
利
用
希
望
者
情
報

を
連
絡
し
、
利
用
希
望
者
へ
物
件

所
有
者
情
報
を
連
絡
。

④
交
渉
・
契
約
と
な
り
ま
す
。

　
直
接
型　
当
事
者
間
で
交
渉

　
間
接
型　
市
と
の
協
定
締
結
宅
建
業

者
へ
仲
介
依
頼

※ 

市
役
所
は
、
賃
貸
ま
た
は
売
買
物

件
の
管
理
や
仲
介
を
行
う
わ
け
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
紹
介
を
行

う
の
み
で
す
。

※ 

間
接
型
を
希
望
す
る
場
合
は
、
宅

地
建
物
取
引
業
法
に
基
づ
く
仲
介

手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
方
法

物
件
情
報
の
登
録
を
希
望
す
る
人

　

菊
池
市
空
き
家
・
空
き
地
情
報
登

録
申
込
書
お
よ
び
菊
池
市
空
き
家
・

空
き
地
情
報
物
件
登
録
書
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

物
件
情
報
の
利
用
を
希
望
す
る
人

 

菊
池
市
空
き
家
・
空
き
地
情
報
利
用

登
録
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
（
25
）
７
２
４
３

　

菊
池
市
で
は
、
市
内
に
あ
る
空
き

家
や
空
き
地
の
賃
貸
お
よ
び
売
却
を

考
え
て
い
る
所
有
者
か
ら
、
市
へ
情

報
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
を
登
録

し
、
物
件
を
希
望
す
る
人
に
情
報
提

供
す
る
菊
池
市
空
き
家
・
空
き
地
情

報
活
用
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

一
戸
建
て
の
空
き
家
で
あ
れ
ば
所

在
地
、
規
模
、
間
取
り
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
。
空
き
家
所
有
者
で
賃
貸
や

売
買
を
お
考
え
の
人
は
、
ぜ
ひ
相
談

窓
口
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業

　

地
域
の
自
然
・
生
活
環
境
を
保
全

　

２
０
１
１
年
７
月
の
地
デ
ジ
移
行

に
便
乗
し
て
、
架
空
の
工
事
料
金
や

加
入
負
担
金
を
請
求
す
る
と
い
っ
た

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
特
に
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
を
対
象
と
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
情

報
を
伝
え
、
技
術
的
な
お
手
伝
い
を

目
的
と
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
☎
（
25
）
７
１
１
１

　

デ
ジ
サ
ポ
熊
本
（
総
務
省
熊
本
県

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
６
（
３
２
５
）
６
２
５
５

　

弁
護
士
、
法
務
局
・
裁
判
所
職
員

相
談
内
容　

一
般
法
律
、
登
記
、
人

権
問
題
、
各
種
申
立
手
続
案
内
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

開催日程
と　き ところ

５月17日（月）本庁舎１階ロビー

18日（火）本庁舎１階ロビー

19日（水）七城総合支所１階ロビー

20日（木）旭志総合支所１階ロビー

21日（金）泗水総合支所１階ロビー

※時間は午前 10時から午後４時。
※入場・相談は無料です。

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
人
の
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

団
体
・
行
政
区
な
ど
へ
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

賃
貸
や
売
買
を

考
え
て
い
る
人
へ

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者

※  口座振替を利用している人は、
　５月25日（火）に振替を行います
　ので、残高の確認をお願いします。
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菊
池
市
健
康
づ
く
り
教
室

い
き
い
き
養
生
塾
第
１
期
生

あ
な
た
の
心
に
残
る
映
画
は

何
で
す
か
？

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
を
通
じ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

菊
池
市
在
住
の
人
（
病
気

療
養
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

と　
き　

６
月
２
日(

水)

〜
８
月
４
日

　
　
　
　

(

水)

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　

菊
池
養
生
園
、
泗
水
体
育
館

定　

員　

30
人

参
加
料　

１
、
５
０
０
円
（
２
回
分

の
食
事
代
２
２
０
円
、
試
食
代
80

円
、
施
設
使
用
料
２
０
０
円
、
血
液

検
査
料
１
、
０
０
０
円
）

※ 

歩
数
計
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
お
持
ち
で
な
い
人
は
養
生
園

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
24
日(

月)

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
込
方
法　

申
請
書
に
記
入
・
捺
印

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
８

　

各
総
合
支
所
民
生
課

人　

員　

受
付
員
、
監
視
員
各
１
人

※ 

監
視
員
は
、
７
月
19
日
（
祝
）
か

ら
８
月
26
日
（
木
）
ま
で
。

○
共
通
事
項

・ 

募
集
条
件
は
、
18
歳
以
上
の
男
女

で
、
勤
務
日
は
シ
フ
ト
制
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・ 

５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
、
履
歴

書
を
持
参
し
て
、
社
会
体
育
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

社
会
体
育
課

　

☎
（
25)

７
２
３
４

　

き
く
ち
韓
国
映
画
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
み
な
さ
ん
の
心
に
残
る
映
画

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
「
映
画
館
の

ス
ク
リ
ー
ン
で
観
た
い
！
」
と
い
う

作
品
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
結
果
は
、
今
年
の

上
映
作
品
を
選
ぶ
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
番
希
望

が
多
か
っ
た
も
の
が
上
映
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

募
集
締
切　

５
月
31
日
（
月
）

リ
ク
エ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　

菊
池
市
役
所
（
本
庁
・
各
総
合
支

所
）
、
物
産
館
（
き
く
ち
観
光
物
産

館
・
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
・
七
城
温

泉
ド
ー
ム
・
道
の
駅
旭
志
・
泗
水
養

生
市
場
）

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
韓
国
映
画
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
国
際
交
流
課
）

　

☎
（
25
）
７
２
５
２

　

Ｆ
A
Ｘ
（
25
）
２
３
２
２

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ko
kusai@

city.kikuchi.lg.jp

対
象
者　

菊
池
市
内
在
住
の
未
就
学

児
（
年
中
・
年
長
に
限
る
）

と　

き　

６
月
10
日
（
木
）
〜
７
月

15
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
、
午
後
２

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

申
込
期
限　
５
月
28
日
（
金
）

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
泗
水
総
合
支
所
教
育
課

　
☎
（
38
）
２
２
５
８

○
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

期　

間　

６
月
〜
７
月
の
土
日
、

           

７
月
17
日
（
土
）

           

〜
９
月
12
日
（
日
）

人　

員　

６
人

○
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

期　

間　

６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
９
月
12
日
（
日
）

人　

員　

５
人
程
度

○
菊
池
市
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

期　

間　

６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
９
月
12
日
（
日
）

技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

受
付
期
間　

５
月
６
日
（
木
）

              

〜
５
月
21
日
（
金
）

試
験
日　

   

７
月
５
日
（
月
）

受
験
資
格　

大
卒
38
歳
未
満
の
人

技
術
海
曹

受
付
期
間　

５
月
６
日
（
木
）

              

〜
５
月
21
日
（
金
）

試
験
日　

   

７
月
２
日
（
金
）

受
験
資
格

免
許
の
部　

20
歳
以
上
の
人
で
国
家

免
許
資
格
取
得
者
な
ど

大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部

　

20
歳
以
上
で
工
科
系
大
学
・
短

大
・
高
専
卒
（
見
込
含
）
の
人

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

自
衛
隊
熊

本
地
方
協
力
本
部
菊
池
分
駐
所

　

☎
（
24
）
２
７
７
２

期　

間　

別
表
の
と
お
り

日　

程

○
１
日
目　

研
修
受
付
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
農
作
業
安
全
に
つ
い

て
の
講
義
、
農
大
ト
ラ
ク
タ
の
操
作

説
明
、
実
技
操
作
研
修

と　

き　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

農
業
大
学
校
研
修
部
ト
ラ

ク
タ
コ
ー
ス

○
２
日
目
〜
３
日
目

　

終
日
研
修
、
申
請
書
作
成

と　

き　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
農
業
大
学
校
研
修
部
ト
ラ
ク

タ
コ
ー
ス

○
４
日
目

① 

運
転
免
許
試
験
申
請
手
続
き
お
よ

び
適
性
試
験

と　
き

　
午
前
７
時
50
分
〜
午
前
８
時
30
分

と
こ
ろ　
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

②
運
転
免
許
技
能
試
験

と　
き　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
農
業
大
学
校
研
修
部
ト
ラ
ク

タ
コ
ー
ス

申
込
締
切　
５
月
21
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

菊
池
地
域

振
興
局
農
林
部
農
業
普
及
・
振
興
課

　
☎
（
25
）
４
２
７
３

　

ち
ょ
っ
と
素
敵
な
こ
と
を
知
っ

て
、
毎
日
の
生
活
を
さ
ら
に
豊
か
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

心
に
響
く
「
分
か
り
や
す
い
」
文
章

の
書
き
方
講
座

　

実
例
を
交
え
な
が
ら
、
感
動
的
で

分
か
り
や
す
い
文
書
を
作
成
す
る
方

法
を
教
え
ま
す
。

と　

き　

５
月
29
日
（
土
）

　

         

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

心
に
響
く
「
書
の
作
品
」
と
そ
の
作

成
の
話

　

見
や
す
く
、
楽
し
く
、
心
に
響
く

「
書
作
品
」
を
展
示
し
ま
す
。

　

市
民
の
広
場
へ
投
稿
し
ま
せ
ん

か
？
ひ
と
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
14
文

字
×
17
行
ま
で
の
掲
載
で
、
写
真
も

掲
載
で
き
ま
す
。
投
稿
は
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
が
、
編
集
の
都
合
上
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
５
日
（
土
）

　

         

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

共
通
事
項

と
こ
ろ　

熊
本
高
等
専
門
学
校
熊
本

キ
ャ
ン
パ
ス
６
号
棟
教
室

参
加
費　

無
料

講　

師　

熊
本
高
専
教
員

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
専
門
学
校
熊
本
キ
ャ
ン

パ
ス
熊
本
高
専
地
域
振
興
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
６
４
３
３

菊
池
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
徒
募
集
！

対
象
者　
４
歳
〜
12
歳

と　

き　
６
月
５
日(

土)

〜
９
月
12
日

(

日)

の
毎
週
火
・
土
曜
日
午
後
５
時

20
分
〜
午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

月
会
費　

一
人
３
、
０
０
０
円(

兄
弟

姉
妹
は
２
、
５
０
０
円)

※ 

入
会
時
に
保
険
料
６
０
０
円
が
必

要
で
す
。

受
付
期
間　

５
月
25
日(

火)

〜
５
月

29
日(

土)

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分
、
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
水
泳
協
会(

和
田)

　

☎
０
８
０(

５
２
０
２)

４
７
５
４

菊
池
支
部
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
登
録

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

参
加
者
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
言
葉
を
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

と　

き　

５
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

開
会　

午
後
７
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
、
５
０
０
円

登
録
料　

１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

受
付
期
間　

５
月
11
日
（
火
）
、

12
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

菊
池
支
部
事
務
局
（
松
本
）

　
☎
０
９
０（
１
１
６
２
）
７
５
５
７

○
７
ペ
ー
ジ

　

円
通
寺
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

誤　

（
37
）
３
８
８
１

　

正　

（
37
）
３
３
８
１

○
８
ペ
ー
ジ

　

誤　

７
月
31
日
（
土
）
菊
池
市
人

　

権
・
童
話
教
育
研
究
集
会

　

正　

７
月
31
日
（
土
）
菊
池
市
人

　

権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

○
最
終
ペ
ー
ジ

　

 

誤　

Ｎ
Ｐ
Ｎ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

ト
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事
長

　

正　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

　

ト
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事
長

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
中
央
公
民
館

☎
（
25
）
１
６
７
２

「
平
成
22
年
度
生
涯
学
習
講
座
の
ご

案
内
【
全
期
・
前
期
】
」
に
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

と　き 内容 (体験・学習 ) ところ
６月２日（水） 開講式、体力測定、血液検査 (検査後軽食 ) 養生園
９日（水） 体力測定でわかった筋力に合わせてはじめる筋トレとストレッチ 養生園
16日（水） わくわくエアロビクス 養生園
23日（水） 健康づくりのための速歩を体験しよう 養生園
30日（水） ４メッツの速歩で100キロカロリー消費に挑戦 養生園

７月７日（水） 筋力トレーニングの実践 養生園
14日（水） 家で出来るステップ運動 養生園
21日（水） 家で出来るながら運動とサーキットトレーニング 養生園
28日（水） 楽しく運動しながら、継続出来る運動を体験 泗水体育館

８月４日（水） 閉講式、体力測定、運動効果の確認 養生園

種類 研修期間 定員
大特１ ７月20日（火）～７月23日（金） 30人
大特２ ８月３日（火）～８月６日（金） 30人
大特３ 12月14日（火）～12月17日（金） 30人
大特４ １月25日（火）～１月28日（金） 30人
けん引１ ８月17日（火）～８月20日（金） 24人
けん引２ ８月31日（火）～９月３日（金） 24人
けん引３ １月18日（火）～１月21日（金） 24人
けん引４ ２月15日（火）～２月18日（金） 24人

自
衛
官
採
用
試
験

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す

国際交流してみませんか
　菊池国際交流協会は、地域に密着した国際交流を促進
し、文化・観光の振興に民間レベルの国際交流活動で地域
の活性化を図ることを目的とする団体です。
　海外からの訪問団との交流や海外友好都市などへの
研修者の派遣、市内在住の外国人を一堂に会してのパー
ティーなどを開催し、外国に視野を広める人材の育成を
行っています。
　会の活動をサポートしていただける会員を募集してい
ます。どうぞ気軽にお申し込みください。
年会費　2、000円
問い合わせ・申込先
　国際交流課
　☎（25）7252

農
作
業
安
全
研
修
会

高
専
サ
ロ
ン
〜
ち
ょ
っ
と

得
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
〜

市
民
の
広
場

プ
ー
ル
監
視
員
し
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先
　

　
企
画
振
興
課
広
報
統
計
係

☎
（
25
）
７
２
５
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouhou@
city.kikuchi.lg.jp

講
習
・
講
演

お
わ
び
と
訂
正

在菊外国人交流会の様子　
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と　き　６月５日（土）
　         午後５時30分～午後８時30分
※雨天の場合は６月６日（日）に順延
ところ　旭志小原グラウンド
主　催　旭志ホタルフェスタ実行委員会
イベント内容　特産品まつり（午後５時30分～）、
音楽祭（午後６時～）、旭志小学校演奏ほか。※イベ
ント内容は都合により変更する場合もあります。
ホタルの観賞予想
旭志高柳「二鹿来川」（ゲンジボタル）
　５月中旬～５月下旬
旭志小原「渡瀬川」（ゲンジボタル）
　５月下旬～６月上旬
旭志湯舟（ヒメボタル）　５月下旬～６月上旬

グループ藍写真展
久米文子、後藤忠士、後藤マキ、西岡公、迫政博、平木和代、
吉田喜八郎、金子康典
期間：４月28日（水）～５月９日（日）
ご多忙中とは存じますが、どう
かご高覧いただきメッセージを
いただければ幸いです。

開館時間　午前９時～午後６時

飛行機写真
SKY　STREAM　井上賢一郎
期間：５月11日（火）～５月23日（日）
飛行機をさまざまな角度から捉えた
写真展です。ぜひご来館ください。

風と光のシンフォニー　岩井尚子
期間：５月25日（火）～６月20日（日）
日本画協会展の会員で、県美展や独立展に３回連続で入選
しています。洋画、日本画、水彩と多彩な展示です。

平成22年度第1回まちかど資料企画展
高木元右衛門展
期間：４月～８月１日（日）
高木元右衛門は菊池出身の幕末の志士で、池田屋事件や蛤
御門の変で活躍しました。ぜひご来館ください。

と　き　５月８日（土）午後６時～午後９時
※雨天の場合は５月９日（日）に順延
ところ　七城町前川公園
駐車場　七城総合グラウンド
※駐車場から会場付近までシャトルバスを運行します。
（午後５時30分～午後９時30分）
主　催　七城ホタルフェスタ実行委員会
ホタルの観賞予想　前川公園周辺（ゲンジボタル）
　５月上旬～５月中旬の夕暮れから午後９時ごろまで

～ホタルが織り成すコミュニケーション～
2010きくちホタルフェスタ in 旭志

～優雅なホタルの乱舞と幻想的な竹灯篭～
2010きくちホタルフェスタin七城　ホタル観賞会

ホタルの発生情報は菊池市ホームページ（http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp）で紹介していきます。
問い合わせ先　商工観光課　☎（25）7223

職種 警察官A
受付期間 ５月10日（月）～５月28日（金）

第
１
次
試
験

と　き ７月11日（日）
ところ 熊本市
内　容 教養試験、論文試験
合格発表 ７月中旬

受験資格

次のいずれにも該当する人。
・ 昭和53年４月２日以降に生まれた32歳までの人
・ 学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業または平成23
年３月末までに卒業見込み（人事委員会が同等の資格があると
認める人を含む）

職種 警察行政
受付期間 ５月10日（月）～５月28日（金）

第
１
次
試
験

と　き ６月27日（日）
ところ 熊本市、東京都
内　容 教養試験、専門試験
合格発表 ７月上旬

受験資格

次のいずれかに該当する人。
・昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた
　22歳から29歳の人
・ 平成元年４月２日以降に生まれた22歳未満の人で、平成23年
３月末までに学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業
見込み（人事委員会が同等の資格があると認める人を含む）

広
報
き
く
ち
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

毎
月
広
報
き
く
ち
を
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
き
く
ち
は
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

担
当
し
て
い
る
香
典
返
し
は
「
社
協

だ
よ
り
」
へ
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
25
）
７
２
５
０

　後
ごとう
藤　颯

そうた
太くん

（３歳 ○菊　原細永）
  父：涼さん　母：真知子さん

Ｈ19年
５月22日
生まれ

　髙
たかまつ
松　伊

いおり
織くん

（３歳 ○菊　野間口）
  父：誠さん　母：みささん

大
き
く
な
っ
た
ら

〝
ご
せ
い
じ
ゃ
ー
〞

に
な
る
！！

Ｈ19年
５月４日
生まれ

　松
まつお
尾　風

ふ あ
愛ちゃん

（１歳 ○菊　大琳寺）
  父：圭祐さん　母：美樹さん

パ
パ
似
の
風
ち
ゃ
ん

で
す
！
じ
ぃ
じ

ば
ぁ
ば
大
ス
キ
だ
よ
♡

Ｈ21年
５月28日
生まれ

　内
うちだ
田　瑞

みずき
輝くん

（１歳 ○菊　亘）
  父：悟さん　母：珠実さん

８
月
に
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
り
ま
す
！！

Ｈ21年
５月16日
生まれ

　上
うえむら
村　太

たいよう
陽くん

（２歳 ○菊　高野瀬）
  父：大輔さん　母：知江さん

Ｈ20年
５月２日
生まれ

　松
まつおか
岡　美

み ほ
穂ちゃん

（１歳 ○菊　高野瀬）
  父：雄一さん　母：彰子さん

い
つ
も
元
気
！！

ぐ
る
ぐ
る
ど
っ
か
〜

ん
が
大
好
き
で
す
。

じ
ー
ち
ゃ
ん
・
ば
ー

ち
ゃ
ん　

い
つ
も

あ
り
が
ト
ゥ
ー
ス
！

Ｈ21年
５月23日
生まれ

　中
なかた
田　心

みさき
咲ちゃん

（１歳 ○泗　永）
  父：浩臣さん　母：靖子さん

こ
ん
な
に

大
き
く
な
っ
た
ん
だ

よ
ぉ
〜

Ｈ21年
５月２日
生まれ

　松
まつもと
本　悠

ゆうご
吾くん

（１歳 ○泗　永出分）
  父：聖平さん　母：美穂さん

天
草
と
泗
水
の

じ
ぃ
じ
と
ば
ぁ
ば

だ
い
す
き
だ
ょ
♡

Ｈ21年
５月30日
生まれ

　岩
いわさき
崎　真

まなと
翔くん

（１歳 ○泗　久米一）
  父：真善さん　母：美奈さん

Ｈ21年
５月８日
生まれ

　坂
さかい
井　葵

あおい
ちゃん

（２歳 ○泗　南住吉）
  父：重雄さん　母：藍さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
・
ば
ぁ
ち
ゃ

ん　
い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡

Ｈ20年
５月６日
生まれ

　鈴
すずき
木　紗

さ わ
和ちゃん

（１歳 ○泗　上高江）
  父：大樹さん　母：陽子さん

Ｈ21年
５月19日
生まれ

　宇
う の き
野木　良

りょうた
太くん

（２歳 ○泗　富の原一）
  父：修さん　母：久美子さん

僕
の
相
棒　

る
き
と

君
。こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
！！

Ｈ20年
５月28日
生まれ

本誌に掲載中の「ハッピー･バースデー」では、平成23年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集し
ています。随時募集していますが、誕生月の掲載になりますので、誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）を締
切日とします。掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池市役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し
込んでください（写真は後日持参でも可）。先着24人まで受け付けます。

ぼ
く
、と
っ
て
も

あ
ま
え
ん
ぼ
う

な
ん
だ
！！

か
い
り
ね
ぇ
ね
、い
つ

も
た
く
さ
ん
遊
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
♡

な
な
ち
ゃ
ん
、

ゆ
い
ち
ゃ
ん
、

仲
良
く
し
て
ね
！

休日在宅当番医 ※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎096（232）9331に問い合わせてください。

５月２日
（日）

古荘医院 (内・小 ) 菊池市 （25）2046
宮原内科皮フ科医院 (内・皮 ) 菊陽町 096（232）8383
柴田整形外科 (整・内 ) 合志市 096（346）5500
ちとせ眼科 (眼 ) 菊陽町 096（243）1100
あくね歯科医院 合志市 096（242）6480

５月３日
（祝）

古賀医院 (内・小・循 ) 菊池市 （38）2222
ふじおか内科 (内・消・循 ) 菊陽町 096（232）7550
緒方整形外科医院 (整・リハ・リウ ) 合志市 096（248）8181
菊陽レディースクリニック (産・婦 ) 菊陽町 096（213）5656

５月４日
（祝）

七城うえの医院 (内・小 ) 菊池市 （25）7070
ひかりヶ丘眼科・内科医院
(眼・神内・内 ) 合志市 096（348）6305

岸病院 ( 外・整・麻・内・呼・循 ) 菊池市 （38）2750
いしはら皮ふ科クリニック (皮 ) 大津町 096（293）3003

５月５日
（祝）

西山医院 (内・小 ) 菊池市 （25）2561
しばた内科クリニック (内・呼・消・ア ) 大津町 096（293）2050
庄嶋医院 (外・胃・肛 ) 合志市 096（242）3388
岸眼科 ( 眼 ) 菊池市 （38）0075
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 (38)7031

５月９日
（日）

宮本内科クリニック (内・循・小 ) 菊池市 （25）2047
本多内科胃腸科医院
(内・胃・消・呼・循 ) 菊陽町 096（232）2021

山下胃腸科クリニック (胃・外・肛・内 ) 合志市 096（345）0600
古賀眼科 (眼 ) 大津町 096（293）1411
南歯科医院 菊陽町 096（232）7541
栄町薬局 菊池市 (23)0086

 

５月16日
（日）

郷胃腸科内科クリニック
(胃・消・内・放・リハ ) 菊池市 （38）2121

あらいクリニック (外・消・胃・肛・呼・内 ) 大津町 096（293）2358
光の森脳神経外科内科 (脳外・神内・内・放 ) 菊陽町 096（232）7711
菊南皮ふ科医院 (皮・内 ) 合志市 096（345）0107
伊藤歯科医院 合志市 096（248）5688
高江バス亭前薬局 菊池市 (38)0701

５月23日
（日）

武蔵しもむら医院 (小・内・ア ) 菊陽町 096（339）7561
東熊本第二病院 (内 ) 菊陽町 096（232）3939
城間クリニック (整・リハ ) 菊池市 （25）2506
堀田眼科 (眼 ) 菊陽町 096（292）3455
中山歯科医院 菊池市 （38）2401

５月30日
（日）

みやの小児科 (小・内 ) 合志市 096（248）5800
たしろクリニック (胃・肛・消・内・ア・リハ ) 大津町 096（340）3220
菊陽台病院 (整・内・リハ・リウ ) 菊陽町 096（232）1191
まつもと耳鼻咽喉科医院 (耳 ) 菊池市 （23）6111
なかがわ歯科医院 菊陽町 096（232）4755
きくちハート薬局 菊池市 (23)6100

６月６日
（日）

宮川内科医院 (内・循 ) 合志市 096（248）2155
ふくだ医院 (耳・内・泌 ) 大津町 096（293）2771
後藤整形外科医院 (整 ) 菊池市 （25）2906
松岡耳鼻咽喉科医院 (耳・ア ) 菊陽町 096（232）5011
永田歯科医院 大津町 096（293）0588

 

窓防犯の 問い合わせ先
菊池警察署　☎（24）0110

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

菊池夢美術館情報

わいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630
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